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漢

の
軍
事
組
織
に
関
す
る

一
考
察

郡
国
常
備
兵
縮
小
後

の
代
替
兵
力

に
つ
い
て
ー

小

林

聡

は
じ
め
に

一

光
武
帝

の
軍
備
縮
小
の
実
態

二

功
臣
系
営
兵
の
存
続

三

常
設

・
臨
時
軍
営
に
つ
い
て

1

領
護

官
の
軍
営

2

そ
の
他
の
常
設
軍
営

3

常
設

・
臨
時
軍
営
の
構
成
人
員

お
わ
り
に

は

じ

め

に

周
知
の
よ
う
に
秦

・
前
漢
の
軍
事
制
度
、
と
り
わ
け
兵
役
制
度
に

つ
い
て
、
統

一
見
解
が
い
ま
だ
に
出
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
、
従
来
多
く
の

研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
に
続
く
後
漢
時
代
に
つ
い
て
は
、
浜
口
重
国
氏
が
光
武
帝
期

の
軍
備
縮
小
を
論
じ

ら
れ
て
以
来
、
若
干
の

研
究
が
あ
る

の
み
で
あ
る

。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
は
、
史
料
的
制
約
が
後
漢
軍
制
の
具
体
像
の
構
築
を
困
難
に
し
た
点
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。
だ

が
、
そ
う

い

っ
た
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
浜
口
氏
が
辺
郡
を
除
く
郡
国
の
常
備
兵
撤
廃
を
指
摘
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
後
漢
時
代
に
お
け
る

兵
役
制
度
が
徭
役

体
系
の
中
で
の
重
要
性
を
相
対
的
に
弱
め
た
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
、
徳
役
体
系
の

一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
秦
漢
兵
役



制
度
の
研

究
テ
ー
マ
に
な
り
に
く
か

っ
た
点
が
よ
り
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
兵
役
を
含
め
た
軍
事
制
度
そ
の
も
の
が
王

朝
支
配
体
系

の
重
要
な
支
柱
で
あ
る
こ
と
は
後
漢
時
代
に
お
い
て
も
変
り
は
な
い
。
特
に
後
漢
の
軍
制

・
兵
制
に
独
自

の
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
が
秦
漢
帝
国
の
基
本
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
な
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

後
漢
時
代
後
半
期
以
降
、
羌
族
を
は
じ
め
と
し
た
諸
民
族
の
反
乱
や
侵
攻
が
あ
り
、
ま
た
各
地
で

「
妖
賊
」
、
「
盗
賊
」
と
称
せ
ら
れ
る
人
々
の

反
乱
が
続
発
し
た
。
浜
口
氏
は
、
常
備
兵
力
の
少
な
さ
が
当
初
は
小
規
模
で
あ

っ
た
反
乱
を
全
国
的
規
模
に
拡
大
さ
せ
た
と

い
う
が
、
後
述
の
よ

う
に
実
際

の
後
漢
王
朝
の
兵
力
は
数
量
的
に
は
か
な
り
多
数
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
を
過
小
評
価
す
る
こ
と
は
問
題
が
あ

る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
む
し

ろ
後
漢
軍
制
の
特
質
は
兵
力
量
の
少
な
さ
よ
り
も
、
王
朝
を
支
え
る
軍
事
力
の
中
核
部
分
が
郷
里
社
会
を
母
体
と
す
る
徭
役

体
系
か
ら

乖
離
し
て
特
殊
な
集
団
と
化
し
た
点
に
あ
り
、
こ
の
集
団
が
政
治
的

・
軍
事
的
危
機
に
際
し
て
十
分
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
き
に
後
漢
王
消
が
崩

壊
し
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

以
上
の
仮
説
に
立

っ
て
、
本
稿
で
は
後
漢
の
軍
制

の
総
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
考
察

の

一
つ
と
し
て
、
ま
ず
浜

口
重
国
氏
に
よ

っ
て
あ
き

ら
か
に
さ
れ
た
光
武
帝
に
よ
る
郡
国
の
常
備
兵
軍
備
縮
小
の
再
検
討
を
行
な

い
、
次
に
そ
の
代
替
常
備
兵
力
と
し
て
ど

の
よ
う
な
も
の

が
存
在
し
た
か
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
後
漢
軍
事
力
の
支
柱

の

一
つ
と
し
て

「営
兵
」

・

「屯
兵
」
と
称
さ
れ
る
集
団
が
広
範
に
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

一

光

武

帝

の

軍

備

縮

小

の
実

態

ま
ず
、
光
武
帝
期
に
行
な
わ
れ
た

「
軍
備
縮
小
」

の
史
料
を
検
討
し
た
い
。
ま
ず
、
『後
漢
書
』
(以
下
、
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り
引
用
は

『後

漢
書
』
か
ら
で
あ
り
、
巻
数

の
み
を
示
す
。
)
巻

一
下
、
光
武
紀
建
武
六

(
西
暦
三
十
)
年
条
に
、

是
歳
、
初
罷
郡
国
都
尉
官
。

と
あ
り
、

『続
漢
書
』
巻
二
十
八
、
百
官
志
五
に
、

中
興
建
武
六
年
、
省
諸
郡
都
尉
、
井
職
太
守
、
無
都
試
之
役
。

と
あ
る
。
ま
た
、
巻

一
下
、
光
武
紀
建
武
七
年
条
に
、

詔
日
、
今
国
有
衆
軍
、
拉
多
精
勇
、
宜
且
罷
軽
車

・
騎
士

・
材
官

・
楼
船
土
及
軍
仮
吏
、
令
還
復
民
伍
。
(李
注

・
軍
仮
吏
謂
軍
中
灌
置
吏



也
。
)

と
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
ま
ず
建
武
六
年
に
前
漢
時
代
に
郡
太
守
と
併
置
さ
れ
て
い
た
都
尉
が
廃
止
さ
れ
て
太
守

が
そ
の
職
務
を
兼
掌

す
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
郡
国
の
常
備
兵
の
教
練

・
査
閲
で
あ
る
都
試
が
こ
の
年
以
降
は
行
な
わ
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
翌
七
年
に
は
軽
軍
、

騎
士
、
材
官
、
楼
船
士
、
軍
仮
吏
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
浜

口
氏
は
前
四
者
を
中
央
の
宿
衛
兵
に
対
す
る
郡
国

の
常
備
兵

一
般
を
示
す

と
考
え
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
を
専
門
兵
士

(
下
級
職
業
軍
人

・
特
殊
部
隊
)、
あ
る
い
は
下
級
官
吏
身
分
を
持

つ
と
す
る
大
庭
脩
氏
、
米
田
賢

次
郎
氏
ら
の
説
が
現
わ
れ
だ
が
・
両
氏
に
対
す
る
反
論
は
既
に
出
さ
れ
て
い
凝
。
こ
の
問
題
を
本
稿
に
か
か
わ
る
範
囲
で
指
摘
す
る
と
、
軽
車
以

下
を
専
門
的
な
い
わ
ば
下
士
官
的
存
在
と
し
た
場
合
、
建
武
七
年
段
階
で
郡
国
の
常
備
軍
の
う
ち
、

一
般
兵
士
を
残
し
て
下
士
官
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
軍
の
運
営
上
き
わ
め
て
不
自
然
な
措
置
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
軽
車
以
下
を

一
般
兵
士
と
す
る
通
説
に

従
う
べ
き
で
あ
り
、
建
武
七
年
の
詔
勅
は
全
常
備
軍
の
廃
止
を
目
的
と
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
浜

口
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
郡
国
常
備
軍
撤
廃
を
実
施
し
た
背
景
に
は
、
光
武
帝
の
功
臣
集
団
の
持

つ
軍
事
力

の
存
在
が
あ

っ
た
と

い
う
。

つ
ま
り
、
功
臣

の
軍
事
力
は
郡
国
の
兵
と
は
別
系
統
の
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
建
武
七
年
以
後
は
い
よ

い
よ
王
朝
軍
事
力
の
基

幹
と
し
て
全
国
統

一
の
担
い
手
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
統

一
事
業
が
達
成
さ
れ
た
建
武
十
五

(
三
九

)
年
頃
ま

で
に
は
功
臣

の
兵
権

は
剥
奪
さ
れ
、
そ
の
結
果
彼
ら

の
兵
士
は
中
央
地
方
の
特
殊
軍
営

(後
述
)
に
転
化
さ
せ
ら
れ
る
か
、
田
野
に
帰
さ
れ
た
と
氏
は
い
う
。
こ
う
し

て
、
例
外
的

に
特
殊
軍
営
の
兵
士
や
辺
郡
に
お
け
る
都
尉

・
常
備
兵
が
存
続
し
、
ま
た
臨
時
に
都
尉

・
常
備
兵
が
置
か
れ
た

こ
と
も
あ

っ
た
が
、

基
本
的
に
は
郡
国
の
常
備
軍
は
撤
廃
さ
れ
て
光
武
帝
の
軍
備
縮
小
策
が
達
成
さ
れ
、
以
後
も
こ
れ
が
王
朝
の
基
本
政
策
と
な

っ
た
と

い
う
の
が
浜

　
る

　

口
氏

の
見
解

で
あ
る
。

し
か
し
な

が
ら
こ
う

い
っ
た
施
策
の
み
を
も

っ
て
、
後
漢
の
軍
事
力
の
性
格
づ
け
を
お
こ
な

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
か
。
以
下
光
武
帝

の
施
策
の
意

味
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
特
殊
状
況
に
あ

っ
た
辺
郡
を
ひ
と
ま
ず
除
外
し
、
郡
国

一
般
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
労
韓
氏
は
後
漢
の
兵
制
を
論

じ
て
、
王
朝
は
常
備

の
民
兵
を
廃
止
し
た
が
軍
籍
を
廃
止
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
臨
時
の
徴
発
に
備
え
た
と
し
、
そ
の
根
拠
と
し
て

『三
国
志
』

巻
十
二
、
崔
琉
伝
に
、

崔
瑛
…
少
撲
訥
、
好
撃
剣
、
尚
武
事
。
年

二
十
三
、
郷
移
為
正
。

と
あ
る
記
事
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
漢
昭
帝
治
世
に
定
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
二
十
三
才
で
軍
籍
に
つ
け
ら
れ
て
正
卒
と
な
る
制
度
が
後



漢
末
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
重
近
啓
樹
氏
に
よ
れ
ば
傅
せ
ら
れ
た

(
　
軍
籍
に
つ
け
ら
れ
た
)
全

て
の
男
子
は
い
わ
ば
潜
在

　
　

　

的
兵
役
義
務
を
持

つ
の
で
あ
る
か
ら
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
も
兵
役
義
務
は
依
然
存
在
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、

巻
三
十

一
、
杜
詩
伝
に
光
武
帝
初
期
に
璽
書
に
よ

っ
て
郡
国
に
兵
を
徴
し
て
い
た
の
を
、
前
漢

の
例
に
な
ら
っ
て
虎
符

に
よ
る
徴
兵
に
切
り
換
え

る
よ
う
杜
詩
が
上
疏
し
た
こ
と
を
記
し
て
、

初
、
禁
網
尚
簡
、
但
以
璽
書
発
兵
、
未
有
虎
符
之
信
。
詩
上
疏
日
、
…
間
者
発
兵
但
用
璽
書
、
或
以
詔
令
、
如
有
姦

人
詐
偽
、
無
由
知
覚
。

愚
以
為
軍
旅
尚
興
、
賊
虜
未
珍
、
徴
兵
郡
国
、
宜
有
重
慎
、
可
立
虎
符
、
以
絶
姦
端
。
…
書
奏
、
従
之
。

と
あ
る
。
こ
の
時
杜
詩
は
南
陽
太
守
で
あ

っ
た
が
、
赴
任
し
た
の
は
建
武
七
年
、
辞
任
は
十
四
年
で
あ
る
か
ら
彼

の
上
疏

は
そ
の
間
の
こ
と
で
あ

り
、
建
武

七
年
三
月
に
発
布
さ
れ
た
郡
国
常
備
兵
撤
廃
令
よ
り
も
後
に
上
疏
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
強
い
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

常
備
兵
撤
廃

の
後
も
、
虎
符
に
よ
っ
て
郡
国
の
男
子
が
徴
兵
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
際
、
後
漢
時
代

の
郡
国
の
兵
卒
が
内
郡
に
お
い
て
も
恒
常
的
に
存
在
し
て
い
た
例
が
あ
る
。
巻
六
十
三
、
李
固
伝

に
順
帝
永
和
中

の
こ
と
と

し
て
、時

太
山
盗
賊
屯
聚
歴
年
、
郡
兵
常
千
人
、
追
討
不
能
制
。
(太
山
太
守
李
)
固
到
、
悉
罷
遣
帰
農
、
但
選
留
任
戦
者
百
余
人
、
以
恩
信
招
誘

之
。

と
あ
り
、
順
帝
期
の
太
山
郡
に
は
盗
賊
に
備
え
て
郡
兵
千
名
が
常
備
さ
れ
、
李
固
が
廃
止
す
る
ま
で
存
続
し
て
い
た
。
ま
た
、
巻
五
十
六
張
綱
伝

に
、
や
は
り
順
帝
期
の
こ
と
と
し
て
、

時
広

陵
賊
張
嬰
等
衆
数
万
人
、
殺
刺
史

・
二
千
石
。
…

(梁
)
翼
乃
課
尚
書
、
以
綱
為
広
陵
太
守
、
因
欲
以
事
中
之
。
前
遣
郡
守
、
率
多
求

兵
馬

。
綱
独
請
単
車
之
職
。

と
あ
り
、
広
陵
太
守
に
赴
任
す
る
者
が

「多
く
兵
馬
を
求
」
め
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
反
乱
が
続
発
し
て
い
た
状
況
に
お

い
て
、
(朝
廷
の
許
可

を
得
た
上

で
)
常
備
兵
を
置
く
こ
と
が
恒
常
的
で
あ
り
、
常
備
兵
を
持
た
な
い

「単
車
」

の
太
守
は
例
外
的
で
あ

っ
た

こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
。
安
帝
以
後
各
地
に
反
乱
が
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

い
ま
み
た
よ
う
な
太
山
、
広
陵
郡
以
外
の
内
郡
に
お

い
て
も
常
備
の
郡
兵

を
備
え
て

い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
考
察
か
ら
、
建
武
七
年
の
郡
国
常
備
兵
撤
廃
は
そ
れ
ほ
ど
徹
底
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。



と
こ
ろ
で
、
建
武
七
年
に
常
備
兵
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
軍
仮
吏
は
、
『漢
官
儀
』

の
説
明
す
る
と
お
り
、
「権
置
」

の
吏
で
あ
り
、
正

　
　

　

規
の
軍
吏
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
軍
吏
は
重
近
氏

の
指
摘
す
る
よ
う
に

一
般
兵
士
た
る
士
卒
と
対
比
さ
れ
る
存
在
で
あ

っ
た
が
、
具
体
的

に
、
秦
漢
の
軍
事
編
成
の
中
で
ど
の
範
囲
の
階
層
を
指
す

の
か
は
、
漠
然
と
し
た
表
現
で
あ
る
た
め
に
は

っ
き
り
し
な

い
。
建
武
七
年
に
比
較
的

近

い
新
時
代

の
事
例
と
し
て
、
『漢
書
』
巻
八
十
四
、
蟹
義
伝
に
、

(
王
莽
)
自
択
除
関
西
為
校
尉

・
軍
吏
、
将
関
東
甲
卒
、
発
奔
命
以
撃
璽
義
焉
。

と
あ
り
、
こ
の
記
事
か
ら
軍
吏
が
校
尉
よ
り
は
お
そ
ら
く
下
位
の
武
官
で
あ
り
、
か
つ
甲
卒
の
上
に
立

っ
て
こ
れ
を
指
揮
す
る
と
も
の
で
あ

っ
た

こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
巻

一
上
、
光
武
紀
更
始
元
年
の
条
に
、

初
、
王
莽

徴
天
下
能
為
兵
法
者
六
十
三
家
数
百
人
、
並
以
為
選
吏
、
選
練
武
衛
、
招
募
猛
士
。

と
あ
り
、
王
莽

の
命
に
よ
っ
て
選
吏
が
募
集
さ
れ
士
卒
の
教
練
に
あ
た

っ
て
い
る
が
、
数
百
と
い
う
数
か
ら
し
て
中
下
級

の
武
官
を
指
す
表
現
で

あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
ま
た
史
書
に
は

「吏
卒
」
、
「吏
士
」
の
語
が
頻
出
し
て
お
り
、
こ
の

「吏
」
が
軍
吏
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

も
高
級
武
官

を
含
ん
で
い
る
と
は
思
え
な
い
。

建
武
七
年

の
軍
仮
吏
撤
廃
措
置
で
は
、
新
末

の
動
乱
の
過
程
で
常
備
兵
力
膨
張
に
伴

っ
て
増
置
さ
れ
て
い
た
中
下
級
武
官

た
る
軍
吏
の
う
ち
、

臨
時
に
増
員
さ
れ
て
い
た
も
の
を
廃
止
し
た
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
来

の
定
員
に
入
っ
て
い
た

軍
吏
は
廃
止
さ
れ
ず

に
存
続
し
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
、
巻
八
十
六
、
南
蛮
伝
に
章
帝
建
初
四

(七
九
)
年

の
こ
と
と
し
て
、

発
荊
州
七
郡
及
汝
南
、
頴
川
弛
刑
徒

・
吏
士
五
千
余
人
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
郡
国
の
軍
吏
と
士
卒
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
軍
吏
は
後
漢
時
代
を
通
じ
て
存
在

し
て
お
り
、
臨
時
に

兵
士
が
徴
発
さ
れ
た
際
に
そ
の
指
揮
官
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
内
郡
の
常
備
軍
に
つ
い
て
確
認
を
行
な

っ
た
が
、
浜
口
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
辺
郡
に
お
い
て
は
建
武
七
年
以
後

も
都
尉
が
設
置
さ
れ
、

　
　

　

常
備
の
郡
兵
が
そ
の
ま
ま
存
在
し
て
い
た
と

こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
前
漢
武
帝
期
に
中
国
周
辺
地
域
が
征

服
さ
れ
て
多
く
の
辺
郡

が
設
置
さ
れ
た
が
、
辺
郡
の
統
治
組
織
は
内
郡
と
は
や
や
相
違
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
内
部
で
は

一
郡
に
つ
い
て

一
都
尉
が
置
か
れ
た

　
　

　

の
に
対
し
、

辺
郡
の
都
尉
は
複
数
置
か
れ
、
郡
内
の
数
県
を
領
し
て
民
政
に
も
タ

ッ
チ
す
る
所
謂
部
都
尉
と
称
さ
れ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

い
ま
、
漢
簡
に
よ

っ
て
比
較
的
組
織
が
明
確
に
な

っ
て
い
る
前
漢
時
代
の
辺
郡
常
備
軍
に
つ
い
て
、
諸
先
学
の
成
果
を
整
理
し
て
み
る
と
次

の



よ
う
に
な

ろ
う
。
辺
郡
部
都
尉

の
指
揮
下
に
は
お
よ
そ
二
つ
の
種
類
の
常
備
兵
力
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と

つ
は
都
尉
府
に
直
属
す
る

　
ぬ

　

と
思
わ
れ

る
兵
士
で
あ
り
、
こ
れ
は
内
郡
に
も
存
在
す
る
材
官

・
騎
士
等
の
正
卒
義
務
に
服
す
る
人
々
で
あ

っ
た
。
も
う
ひ
と

つ
は
都
尉
府

　
ロ

　

候
官

候

燧
と
い
う
辺
境
防
備
組
織
に
勤
務
す
る
兵
士
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
国
か
ら
徴
集
さ
れ
た
戊
卒
を
主
体

と
し
て
い
た
。
居
延
漢
簡

に
み
え
る
例
で
は
、
戊
卒
の
出
身
地
が
全
国
各
郡
国
に
わ
た

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
騎
士
の
出
身
地
は
居
延

の
属
す
る
張
腋
郡
出
身
者
に
限
ら
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
正
卒
が
所
属
の
郡
内
で

一
年
間
勤
務
す
る
こ
と
と
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
米
田
賢
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
居
延
漢
簡
に
み
え
る

騎
士
は
候
官
以
下
の
防
備
組
織
に
は
配
備
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
軍
事
面
の
最
上
級
官
府
で
あ
る
都
尉
府
に
集
中
し
て
配
置
さ
れ
て
塞
外
民
族
侵
入

ハ
ロ

　

等
の
有
事

に
出
動
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
。

こ
う

い

っ
た
辺
郡
部
都
尉

の
正
卒

・
戊
卒
の
両
系
統

の
常
備
軍
は
、
建
武
七
年
以
後
も
存
在
し
て
い
た
と
み
て
よ

い
。
ま
ず
正
卒
に

つ
い
て
考

え
る
と
、

既
に
述

べ
た
よ
う
に
正
卒
義
務
は
後
漢
末
期
ま
で
存
続
し
て
お
り
、
『後
漢
書
』
等
を
み
る
と
実
際
に
縁
辺
諸
郡

の
兵
士
が
頻
繁
に
徴

発
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
十
五
、
衰
安
伝
に
和
帝
期
に
権
勢
を
誇

っ
た
實
氏
の

一
族
、
執
金
吾
實
景
が
縁
辺
諸
郡
に
命
じ
て
、
洛
陽
に
兵
士
を
送
ら

せ
た
こ
と
を
伝
え
て
、

景
又
檀
使
乗
駅
施
撤
縁
辺
諸
郡
、
発
突
騎
及
善
騎
射
有
才
力
者
。
漁
陽

・
雁
門

・
上
谷
三
郡
各
遣
吏
将
送
詣
景
第

。
有
司
畏
揮
、
莫
敢
言
者
。

安
乃
劾
景
檀
発
兵
、
驚
惑
吏
人
、
二
千
石
不
待
符
信
而
軌
承
景
撤
、
当
伏
顕
諌
。

と
あ
り
、
和
帝
期
に
も
虎
符
を
用
い
た
常
備
兵
動
員
制
度
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
時
動
員
さ
れ
た

「
辺
兵
」
は
正
卒
義
務
に
服

す
る
人
々
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
方
戌
卒
に

つ
い
て
は
、
後
漢
時
代
を
通
じ
て
弛
刑
徒
の
辺
戊
配
備
が
何
回
も
行
な

わ
れ
て
い
る

(
こ
れ
に
つ

い
て
は
後

に
触
れ
る
)
が
、
こ
れ
は
弛
刑
徒
が
戊
卒
と
し
て
辺
境
防
備
組
織
に
配
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
具
体
的
な
例
と
し
て

巻
六
、
順
帝
紀
永
建

(
一
二
六
)
元
年
の
条
に
、

夏
五
月
丁
丑
、
詔
幽
井
涼
州
刺
史
、
使
各
実
二
千
石
以
下
黄
綬
、
年
老
劣
弱
不
任
軍
事
者
、
上
名
。
厳
勅
障
塞
、
繕
設
屯
備
、
立
秋
之
後
、

簡
習
兵
馬
。

　
お
　

と
あ
り
、
幽
、
井
、
涼
三
州
に

「障
塞
」
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

「障
塞
」
は
戊
卒
の
勤
務
す
る
辺
境
防
備
機
構
を
指
す
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
辺
郡
都
尉
は
郡
よ
り
も
小
さ
い
区
域

の
統
括
に
あ
た

っ
て
い
た
た
め
、
郡
兵
全
体
の
統
帥
権
を
有
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
太
守

が

(以
前

か
ら
有
し
て
い
た
発
兵
権
と
と
も
に
)
郡
兵
の
統
帥
権
を
掌
握
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
太
守
の
補
佐
に
任
ず
る
も



の
と
し
て
長
史
の
存
在
も
無
視
で
き
な

い
。
長
史
に
つ
い
て
は
、
『続
漢
書
』
巻
二
十
八
、
百
官
志
五
に
、

郡
当
辺
戊
者
、
丞
為
長
史
。

と
あ
り
、
そ

の
注
に
引
く

『古
今
注
』
に
、

(建
武

)
十
四
年
、
罷
辺
郡
太
守
丞
、
長
史
領
丞
職
。

と
あ
る
。
辺
郡
に
長
史
を
置
く
制
度
は
前
漢
時
代
も
存
在
し
て
お
り
、
『漢
書
』
巻
十
九
上
、
百
官
公
卿
表
に
よ
れ
ば

「
兵
馬
を
掌
る
」
職
務
を

持
ち
、
秩
は
郡
丞
と
同
じ
く
六
百
石
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
建
武
十
四
年
に
郡
丞
を
廃
止
し
て
そ
の
職
務
を
長
史
に
あ
わ

せ
た
と
い
う
が
、
こ
の

結
果
長
史
は
郡
全
体
の
民
政
と
軍
事
に
わ
た

っ
て
太
守
の
補
佐
を
行
な
う
よ
う
に
な
り
、
低
い
官
秩
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
権
限
は
相
当
広
範
囲

な
も

の
と

な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
辺
郡
長
史
の
軍
事
行
動
は
史
書
の
随
所
に
散
見
し
て

い
る
。
特
に

「
将
兵
長

史
」
と
称
さ
れ
る
も

の
は
通
常
の
長
史
と
は
別
に
設
置
さ
れ
、
郡
太
守
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
た
活
動
に
従
事
し
て
い
た

よ
う
で
あ
り
、
長
史
の

　
れ

　

官
そ
の
も

の
が
分
化
を
と
げ
て
い
っ
た
。

以
上
、
内
郡
及
び
辺
郡
の
軍
事
力
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
光
武
帝

の
常
備
軍
縮
小
の
後
も
潜
在
的
兵
役
義

務
は
存
続
し
て
お
り
、

特
に
辺
郡

に
は
常
備
兵
が
正
卒

・
戊
卒
と
も
に
存
続
し
、
ま
た
長
史

の
権
限
強
化
等
の
後
漢
独
自
の
制
度
が
形
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二

功

臣

系

営

兵

の
存

続

前
節
で
み
た
よ
う
に
建
武
七
年
に
お
け
る
軍
備
縮
少
は
必
ず
し
も
徹
底
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
が
、
光
武
帝
が
も

っ
ぱ
ら
功
臣
の
兵
力
を
用

い
て
全
国
を
統

一
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
浜
口
氏
に
よ
れ
ば
、
建
武
十
二

(三
六
)
年
末
に
公
孫
述
を
平
定
し
て
中
国
内
に
強
大
な
敵
対
勢
力

が
な
く
な

っ
た
後
、
光
武
帝
は
次
に
功
臣
諸
将

の
将
軍
号
と
兵
権
が
剥
奪
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
配
下
に
あ

っ
た
兵
力
は
、
田
野
に
か
え
さ

れ
た
以
外

に
は
、
洛
陽
の
北
軍
五
営

や
魏
郡
の
黎
陽
営
、
三
輔
の
虎
牙
営

・
雍
営
の
兵
士
に
再
編
成
さ
れ
て
世
襲
兵
と
な

っ
た
が
、
そ
の
兵
力
は

微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
光
武
帝
の
意
図
し
た
軍
備
縮
小
が
最
終
的
に
達
成
さ
れ
た
と

い
う
。
し
か
し
、
功
臣
の
兵
力
の
行
方
に

つ
い
て

は
な
お
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
本
節
で
は
、
功
臣
の
兵
力
の

一
部
が
明
帝
治
世
に
至
る
ま
で
辺
境

防
備
の

一
大
支
柱
で
あ

っ
た
点
に

つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
功
臣
の
兵
力
の
内
容
に
つ
い
て
み
て
み
た

い
。
ま
ず
、
功
臣
の
多
く
が
郡
県
の
吏
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
容
易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼



ら
の
多
く

は
所
謂
豪
族
出
身
者
で
あ
り
、
郷
里
の
私
従
兵
を
率

い
て
光
武
帝
に
従

っ
た
。
た
と
え
ば
、
功
臣
の

一
人
冠
拘

(
上
谷
出
身
)
の
兵
士

　
ほ

　

は

「宗
族
昆
弟
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
巻
二
十
二
、
傅
俊
伝
に
、

傅
俊
字
子
衛
、
頴
川
嚢
城
人
也
。
…
及
世
祖
討
河
北
、
俊
与
賓
客
十
余
人
北
追
、
及
於
耶
郵
、
上
謁
、
世
祖
使
将
頴
川
兵
、
常
従
征
伐
。

と
あ
る
。
頴
川
郡
出
身
の
傅
俊
が
わ
ず
か
な
賓
客
と
と
も
に
光
武
帝
に
投
ず
る
と
、
帝
は
頴
川
の
兵
を
与
え
て
い
る
。
同
伝
に
よ
れ
ば
、
傅
俊
の

一
族
は
嚢

城
県
令
に
よ

っ
て
処
刑
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
に
分
与
さ
れ
た
頴
川
兵
と
傅
俊
本
人
と
は
本
貫
を
同
じ
く
す
る
と

い
う
他
に
は
、
(冠

拘

の
場
合

の
よ
う
な
)
血
縁
そ
の
他

の
関
係
が
あ

っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
功
臣
の
兵
力
形
成

の
過
程
で
、
光
武
帝
は
功

臣
と
そ

の
出
身
地
の
兵
と

の
つ
な
が
り
を
血
縁
そ
の
他
の
関
係

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
重
視
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

し
か
し
実
際
に
は
指
揮
官
と
そ
の
配
下
の
兵
士
の
出
身
地
が
常
に

一
致
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
巻
十
七
、
福
異

(
頴
川
出
身
)
伝
に
郡
郡
を
陥

し
た
時

の
こ
と
と
し
て
、

及
破
耶
郵
、
及
更
部
分
諸
将
、
各
有
配
隷
。

と
あ
り
、
巻
十
八
、
呉
漢
伝
に
呉
漢

(南
陽
出
身
)
が
幽
州
を
平
定
し
た
と
き

の
こ
と
と
し
て
、

(呉
漢
)
遂
悉
発
其
兵

(
　
幽
州
諸
郡
丘
ハ)、
引
而
南
、
与
光
武
会
清
陽
。
諸
将
望
見
漢
還
、
土
馬
甚
盛
、
皆
日
、
是
寧
肯
分
兵
与
人
邪
。

及
漢
至
莫
府
、
上
兵
簿
、
諸
将
人
人
多
請
之
。
(李
注

・
兵
簿
、
軍
士
之
名
帳
。
)

　
め

　

と
あ
る
。
河
北
平
定
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
各
地
の

「兵
簿
」
を
も
と
に
郡
国
の
兵
士
を
徴
発
し
、
功
臣
集
団
の
軍
営
に
応
じ
て
分
与
し
て
い

っ
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
わ
か
る
。
こ
う
し
て
調
達
さ
れ
た
河
北
の
兵
士
は
光
武
政
権

の
中
核
戦
力
と
な

っ
た
が
、
そ
の

一
方
で
指
揮
官

で
あ
る
功
臣
の
多
数
が
南
陽

・
頴
川
と

い
っ
た
黄
河
以
南
諸
郡
の
出
身
者
で
あ

っ
た
。
巻
二
十
二
の
末
尾
に
光
武
帝
の
功
臣
と
し
て
三
十
二
名
を

挙
げ
る
が
、
彼
ら
の
出
身
地
を
調
べ
る
と
南
陽
十
三
名
、
頴
川
八
名
、
東
莱

一
名
、
三
輔
四
名
に
対
し
、
河
北
諸
郡
は
六
名

(上
谷

一
名
、
漁
陽

二
名
、
鍾
鹿
二
名
、
安
平

一
名
)
で
あ
り
、
河
北
系
の
功
臣
は
少
数
派
に
属
し
た
。
わ
ず
か
三
十
二
名
の
サ
ン
プ
ル
か
ら
光
武
帝
配
下
の
指
揮
官

集
団
の
出
身
を
推
断
す
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
概
括
的
に
言
っ
て
、
功
臣
と
そ
の
配
下
の
兵
士
は
必
ず
し
も
出
身
地
を
同
じ

く
す
る
と
は
限
ら
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
う
し

て
形
成
さ
れ
た
種
々
の
出
身
地
を
持
ち
、
各
地
を
転
戦
す
る
功
臣
諸
将
の
兵
が
郡
国
の
管
轄
と
は
無
関
係
と

な

っ
た
の
は
当
然
の
な
り

ゆ
き
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
巻
十
八
陳
俊
伝
に
、
陳
俊
が
彊
弩
大
将
軍

・
瑛
邪
太
守
と
な

っ
た
時

の
こ
と
と

し
て
、



時
瑛
邪
未
平
、
乃
徒
俊
為
狼
邪
太
守
、
領
将
軍
如
故
。
…
詔
俊
得
専
征
青
徐
。
俊
撫
貧
弱
、
表
有
義
、
検
制
軍
吏
、
不
得
与
郡
県
相
干
、
百

姓
歌
之
。

と
あ
る
。
陳
俊
の
率
い
た
兵
力
は
自
ら
の
軍
営
の
兵
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
俊
自
身
は
琅
邪

太
守
と
し
て
郡
県
支
配
の
な
か
に
あ
り

な
が
ら
も
、
彼
の
兵
士
は
琅
邪

郡
あ
る
い
は
青
徐
両
州
の
郡
県
と
は
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
他
の
功
臣
諸
将
に

つ
い
て
も

同
様
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
功
臣

の
兵
士
の
性
格
を
検
討
し
、
こ
れ
が
郡
県
の
軍
事
系
統
は
別
に
存
在
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
功
臣
兵
力

の
存
続
に
つ
い
て

考
え
る
。
浜

口
氏
は
建
武
十
二
年
末
に
公
孫
述
を
平
定
し
た
後
、
功
臣
か
ら
将
軍
号
と
彼
ら
の
指
揮
下
に
あ

っ
た
兵
力
を
剥
奪
し
、
建
武
十
五
年

頃
ま
で
に
は
大
半
そ
の
目
的
を
達
し
、
そ
の
兵
士
は
田
野
に
帰
る
他
は
洛
陽
の
北
軍
五
営
や
黎
陽
営
、
虎
牙
営
、
雍
営
に
再

編
成
さ
れ
て
い
っ
た

と
い
る
。
し
か
し
、
功
臣
諸
将
の
行
動
を
微
細
に
検
討
す
る
と
、
建
武
十
五
年
以
後
に
お
い
て
も
な
お
辺
郡
に
お
い
て
彼

ら
の
兵
士
が
存
在
し
て

い
る
事
実
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
巻
二
十
、
王
覇
伝
に
、

(王
覇

)
従
平
河
北
、
常
与
減
宮

・
傅
俊
共
営
。
…
光
武
即
位
、
以
覇
暁
兵
愛
士
、
可
独
任
、
拝
為
偏
将
軍
、
井
将
減

宮

.
傅
俊
兵
、
而
以

宮

・
俊

為
騎
都
尉
。

と
あ
る
。
王
覇
、
減
宮
、
傅
俊
は
い
ず
れ
も
頴
川
の
出
身
で
あ
り
、
光
武
帝
は
彼
ら
三
人
に
同

一
の
軍
営
を
指
揮
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る

(そ
の

軍
営
は
先
に
見
た
傅
俊
伝

の
記
事
か
ら
し
て
頴
川
兵
を
中
核
と
し
、
後
に
河
北
諸
郡
の
兵
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
)

こ
の
後
三
人
は
そ
れ
ぞ

れ
将
軍
号
を
与
え
ら
れ
、
別
個
の
軍
事
行
動
に
従
事
し
て
い
る
か
ら
、
軍
営
は
分
割
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
以
後
の
王
覇
の
事
跡
を

見
る
と
、
建
武
六
年
に
弘
農
郡
新
安
に
屯
田
し
、
八
年
に
函
谷
関
に
屯
田
し
た
こ
と
が
本
伝
か
ら
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
建
武
九

(
三
三
)
年
の
こ

と
と
し
て
、

令
朱
祐
屯
常
山
、
王
常
屯
泳
郡
、
侯
進
屯
漁
陽
。
璽
書
拝
覇
上
谷
太
守
、
領
屯
兵
如
故
。
捕
撃
胡
虜
、
無
拘
界
。
…
覇
在
上
谷

二
十
余
歳
。

(建
武

)
三
十
年
、
定
封
准
陵
侯
。
永
平
二
年
、
以
病
免
。

と
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
王
覇
は
明
帝
の
永
平
二

(五
八
)
に
至
る
ま
で
討
虜
将
軍
兼
上
谷
太
守
と
し

て
屯
兵
を
領
し
て
い
た
。

「屯
兵
を
領
す
る
こ
と
故

の
ご
と
し
」
と
は
以
前
に
彼
が
新
安
、
函
谷
関
に
屯
田
し
た
と
あ
る
の
を
う
け
て
い
る
。
つ
ま
り
王
覇
の
領
し
た
頴
川

兵
を
中
核
と
す
る
軍
営
は
彼
に
従

っ
て
各
地
に
屯
し
た
後
、
最
終
的
に
は
上
谷
に
駐
屯
し
た
わ
け
で
あ
る
。
で
は
建
武
九
年
に
王
覇
と
と
も
に
北



方
各
地
に
屯
し
た
諸
将

(朱
砧

・
王
常

・
侯
進
)
の
屯
兵
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
の

一
人
で
あ
る
建
義

大
将
軍
朱
砧
に
つ
い
て
、

巻
二
十
二

の
本
伝
に
、

(建
武
)
九
年
、
屯

(
常
山
郡
)
南
行
唐
拒
匈
奴

。
…
十
五
年
、
朝
京
師
、
上
大
将
軍
印
綬
、
因
留
奉
朝
請
。

と
あ
り
、
朱
帖
は
建
武
十
五

(三
七
)
年
に
は
洛
陽
に
帰
り
、
大
将
軍
の
印
綬
を
返
還
し
て
い
る
。
こ
れ
は
建
武
十
五
年
ま
で
に
功
臣
の
兵
権
が

剥
奪
さ
れ
た
と
す
る
浜
口
氏
の
主
張
に
符
合
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
屯
兵
が
こ
れ
に
よ

っ
て
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な

い
。
巻
二

十
二
、
馬
成
伝
に
、

(建
武
)
十
四
年
、
屯
常
山

・
中
山
以
備
北
辺
、
井
領
建
義
大
将
軍
朱
帖
営
。
…
在
事
五
六
年
、
帝
以
成
勤
労
、
徴
還
京
師
。
辺
人
多
上
書

求
請
者
、
復
遣
成
還
屯
。
及
南
単
于

保
塞
、
北
方
無
事
。
拝
為
中
山
太
守
、
上
将
軍
印
綬
、
領
屯
兵
如
故
。
二
十

四
年
、
南
撃
武
難
蛮
賊
、

無
功

。
上
太
守
印
綬
。
二
十
七
年
、
定
封
全
椒
侯
、
就
国
。

と
あ
り
、

建
武
十
四
年
か
ら
常
山

・
中
山
に
出
屯
し
て
い
た
揚
武
将
軍
馬
成
が
、
翌
十
五
年
に
朱
祐
が
引
退
し
た
後
に
上
谷
に
屯
し
て
い
た
彼
の

営
兵
を
も
あ
わ
せ
て
領
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
馬
成
は
建
武
二
十
七
年

(
五

一
)
年
に
封
国
に
就
く
ま
で
、
揚
武
将
軍
や
中
山
太
守
の

印
綬
を
返

還
し
て
も

一
貫
し
て
屯
兵
を
領
し
た
の
で
あ
る
。
次
に
王
常
や
侯
進
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
王
常
は
本
伝
に
よ
れ
ば
建
武
十
二
年
に

「屯
所
に
莞
ず
」
と
あ
る
の
み
で
屯
兵
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
明
か
で
な

い
。
ま
た
侯
進
は
伝
が
存
在
し
な

い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
朱
祐
の
例
か
ら
考
え
て
屯
兵
が
建
武
十
五
年
頃
に
消
滅
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

次
に
腰
騎
大
将
軍
杜
茂
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
巻
二
十
二
の
本
伝
に
よ
れ
ば
、

(建
武
)
七
年
、
詔
茂
引
兵
北
屯
田
晋
陽

・
広
武
以
備
胡
冠
。
…
十
五
年
、
坐
断
兵
馬
稟
繰
、
使
軍
吏
殺
人
、
免
官
。

と
あ
り
、
建
武
七
年
か
ら
晋
陽

(太
原
郡
)

・
広
武

(
雁
門
郡
)
に
屯
田
し
て
い
る
が
、
建
武
十
五
年
に
不
祥
事
を
起

こ
し
て
免
官
に
な

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
巻
三
十

一
、
張
堪
伝
に
、

在

(蜀
)
郡
二
年
、
徴
拝
騎
都
尉
、
後
領
票
騎
将
軍
杜
茂
営
、
撃
破
匈
奴

於
高
柳
、
拝
漁
陽
太
守
。
…
視
事
八
年
、
飼
奴
不
敢
犯
塞
。

と
あ
り
、
騎
都
尉
張
堪
が
杜
茂
の
営
を
領
し
て
い
る
。
騎
都
尉
を
拝
す
る
以
前

の
張
堪
は
、
建
武
十
二
年
末
の
公
孫
述
平
定
直
後
か
ら
二
年
間
蜀

郡
太
守
の
任
に
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
彼
の
騎
都
尉
任
官
は
十
四
年
か
そ
れ
よ
り
や
や
後

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
杜
茂
の
免
官
は

十
五
年
で
あ
る
か
ら
、
張
堪
は
騎
都
尉
任
官
後
約

一
年
し
て
失
脚
し
た
杜
茂

の
後
を
受
け
て
そ
の
営
兵
を
あ
ず
か

っ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。



こ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
武
十
五
年
以
後
も
幻
奴
に
備
え
て
功
臣
が
北
方
に
屯
し
、
ま
た
功
臣
そ
の
も
の
が
免
官
そ
の
他
の
理
由
で
い
な
く

な

っ
て
も
屯
兵
は
存
続
し
て
い
た
例
が
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
確
か
に
巻
二
十
二
の
末
尾
に
挙
げ
ら
れ
た
三
十

二
名
の
功
臣
の
経
歴

を
み
る
と
、
公
孫
述
平
定
後
、
具
体
的
に
は
建
武
十
三
年
か
ら
十
五
年

の
間
に
死
亡
以
外
の
理
由

で
官
職
を
退
い
て
い
る
も

の
が
八
名

(買
復

・

取
鼻

・
朱
帖

・
取
純

・
馬
武

・
陳
俊

・
杜
茂

・
李
忠
)
存
在
す
る
。
八
名
と

い
う
数
は
、
三
十
二
名
の
中
で
決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、

先
に
み
た
よ
う
に
北
方
に
屯
田
し
て
い
る
功
臣
が
数
名
存
在
し
て
い
る
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
経
歴
が
わ
か
っ

て
い
る
三
十

二
名
の
功
臣
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
史
書
に
伝
の
な

い
先
述
の
侯
進
の
よ
う
な
人
々
の
存
在
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
北
方
防
衛
の
任

に
あ

っ
た
功

臣
は
決
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
史
料
上
の
制
約
か
ら
僅
か
な
具
体
例
し
か

示
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
功
臣
の
営
兵
の
系
統
を
引
く
屯
兵
が
相
当
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
史
料
が
存
在
す
る
。

ま
ず
巻
三
十

一
、
杜
詩
伝
に
、
建
武
七
年
に
南
陽
太
守
と
な
り
、
数
々
の
業
績
を
残
し
た
こ
と
で
有
名
な
杜
詩
が
、
着
任
後
数
年
し
て

(建
武

　ロ
　

十

一
年
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
太
守

の
辞
任
を
求
め
て
上
疏
し
た
時
の
こ
と
を
伝
え
て
、

(建
武
)
七
年
、
遷
南
陽
太
守
。
…
詩
自
以
無
労
、
不
安
久
居
大
郡
、
求
欲
降
避
功
臣
、
乃
上
疏
日
、
…
臣
伏
観
将
帥
之
情
、
功
臣
之
望
、

翼

一
休

足
於
内
郡
、
然
後
即
戎
出
命
、
不
敢
有
恨
。
…
陛
下
誠
虚
融
数
郡
、
以
侯
振
旅
之
臣
、
重
複
厚
賞
、
加
於
久
役
之
士
。
如
此
、
縁
辺

屯
戊
之
帥
、
競
而
志
死
、
乗
城
拒
塞
之
吏
、
不
辞
其
労
、
則
峰
火
精
明
、
守
戦
堅
固
。
…

(詩
)
超
受
大
恩
、
収
養
不
称
、
奉
職
禄
位
、
令

功
臣
懐
恩
、
誠
憧
誠
恐
。

と
あ
る
。
こ

の
記
事
は
、
杜
詩
が

「将
帥
の
情
、
功
臣
の
望
」
を
考
慮
し
て
彼
ら
を
平
穏
な
内
郡
に
赴
任
さ
せ
る
よ
う
要
請

し
た
も
の
で
あ
る
が
、

今
ま
で
検
討
し
て
き
た
事
実
も
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
杜
詩
が
恐
れ
た

「功
臣
」
と
は
南
陽
に
居
住
す
る
人
々
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
北
方
の

辺
郡
に
出
屯
し
て
い
る
功
臣
諸
将
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
北
辺
に
屯
す
る
諸
将
が
多
く
南

陽
出
身
で
あ

っ
た
状

況
下
、
平
穏
な
南
陽
に
太
守
と
し
て
赴
任
し
て
い
る
杜
詩
が
彼
ら
の
不
満

・
怒
り
の
的
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
先
に

み
た
北
方
に
出
屯
し
た
人
々
の
多
く
が
南
陽
人
で
あ
る
事
実

(朱
祐
、
馬
成
、
杜
茂
、
張
堪
が
南
陽
人
、
王
覇
、
王
常
が
頴
川
人
、
侯
進
は
出
身

不
明
)
も
こ
の
想
定
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
巻
二
十
、
祭
形
伝
に
、

当
是
時
、
匈
奴

・
鮮
卑
及
赤
山
烏
桓
連
和
彊
盛
、
数
入
塞
殺
略
吏
人
。
朝
廷
以
為
憂
、
益
増
縁
辺
兵
、
郡
有
数
千
人
、
又
遣
諸
将
分
屯
障
塞
。

帝
以
形
為
能
、
建
武
十
七

(
四

一
)
年
、
拝
遼
東
太
守
。



と
あ
る
。
記
事
に
見
え
る

「是
時
」
と
は
祭
形
が
遼
東
太
守
を
拝
し
た
建
武
十
七
年
か
ら
そ
う
遠
く
な

い
過
去
を
指
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頃

増
置
さ
れ
た

「
縁
辺
兵
」
と
は
、
郡
が
単
位
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て

(建
武
七
年
後
も
な
お
存
在
し
て
い
た
)
辺
郡
の
常
備
兵
を
指
す

も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

「又
諸
将
を
遣
し
て
障
塞
に
分
屯
せ
し
む
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
考
え

て
王
覇
ら
の
功
臣
諸
将

の
北
方
に
出
屯
を
指
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ

「障
塞
」
と
は
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
戊
卒
の
勤
務
す
る
辺
境
防
備
組
織
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
功
臣

が
戊
卒
を
指
揮
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
、
建
武
十
二
年
に
謁
者
段
忠
が

「衆
郡
の
弛
刑
を
将
」

い
て
派
遣
さ
れ
、
彼
ら

を
騨
騎
大
将
軍
杜
茂
と
討
虜
将
軍

・
上
谷
太
守
王
覇
に
配
し
、
ま
た

「亭
候
」
(監
視
施
設
)
を
建
設
し
て

「
北
辺
を
鎮

守
」
さ
せ
て
い
る

(光

武
紀

・
杜

茂
伝

・
王
覇
伝
)。
弛
刑
徒
は
戌
卒
と
し
て
勤
務
し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
た
し
か
に
北
辺
の
功
臣
諸
将
が
戌
卒
を
指
揮
し
た
事
実
は

存
在
す
る
。
し
か
し
、
今
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
功
臣
諸
将
は
自
ら
統
率
し
て
き
た
兵
士
を
有
し
て
北
辺
各
地
に
屯
し
て
お
り
、
こ
れ
が
中
心
兵
力

で
あ

っ
た

こ
と
に
は
か
わ
り
は
な
く
、
戊
卒
が
功
臣
諸
将
に
配
さ
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
あ
く
ま
で
補
助
的
な
役
割
を
も

つ
に
過
ぎ
な

い
と
筆

者
は
考
え

る
。
祭
形
伝
に
は
先
の
記
事
よ
り
後
、
永
平
元

(
五
七
)
年
以
降

の
こ
と
と
し
て
、

形
之
威
声
、
暢
於
北
方
、
西
自
武
威
、
東
尽
玄
菟
及
楽
浪
、
胡
夷
皆
来
内
附
、
野
無
風
塵
。
乃
悉
罷
縁
辺
屯
兵
。

と
あ
り
、
祭
形
の
は
た
ら
き
に
よ

っ
て
北
辺
が
平
穏

に
な
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
屯
兵
が
す

べ
て
廃
止
さ
れ
た
と

い
う
。
こ
こ
に
み
え
る

「屯

兵
」
は
あ
き
ら
か
に
前
述

の

「障
塞
に
分
屯
」
さ
せ
ら
れ
た
兵
士
で
あ
る
が
、
こ
の

「屯
兵
」
の
廃
止
を
戊
卒
の
廃
止
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
巻

二
、
明
帝
紀
を
み
る
と
、
計
四
回

(永
平
八
、
九
、

一
六
、

一
七
年
)
に
わ
た

っ
て
弛
刑
徒
を
辺
戊
に
配
備
し

て
お
り
、
明
帝
期
の
朝

廷
が
辺
戊
を
強
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
政
策
方
針
を
持

っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

こ
の
時
期
に
戊
卒
が
廃
止

さ
れ
た
と

は
考
え
に
く

い
。
し
た
が

っ
て
こ
の

「屯
兵
」
は
、
建
武
十
年
代
に
功
臣
諸
将
が
起
兵
以
来
率
い
て
き
た
兵
士
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
北
辺
諸
郡
で
は
郡
の
常
備
兵
と
功
臣
系

の
屯
兵
と
が
並
立
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、

郡
県
系
統
の
兵
力
と
功

臣
の
営
兵

が
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
、
先
述
の
陳
俊
伝

の
記
事
と
符
合
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
武
十

一
年
頃
に
杜
詩
が
指
摘
し
た
功
臣
諸
将
の
北
方
配
備
は
、
公
孫
述
平
定

(
建
武
十

二
年
)
後
の
国
内
情
勢
が

安
定
し
た
時
期
も
続

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
匈
奴

な
ど
の
塞
外
民
族
の
侵
入
に
備
え
て
北
方
に
屯
す
る
功
臣
系
屯
兵
が
後
漢
王
朝
の

軍
事
力
の
支
柱
の

一
つ
で
あ
り
、
ま
た
そ
う

い
っ
た
功
臣
系
屯
兵
は
郡
県
常
備
軍
と
は
別
系
統
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。
も
ち
ろ
ん

出
屯
し
て

い
る
指
揮
官
と
し
て
の
功
臣
そ
の
も
の
は
失
脚
や
死
亡
な
ど

の
理
由
で
、
屯
兵
を
指
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な

っ
て
い
っ
た
の
は
確



か
で
あ
ろ
う

。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
も

っ
て
軍
備
縮
小
の
達
成
と
考
え
る
の
は
不
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
祭
影
伝
の
記
事
か
ら
屯
兵
廃
止
の
正
確
な
年
代
を
確
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
先
述
の
王
覇
が
永
平
二

(
五
八
)
年

に
至
る
ま

で
上
谷
に
屯

し
て
い
た
点
、
ま
た
祭
影
が
遼
東
太
守
か
ら
太
僕
に
移

っ
た
の
は
永
平
十
二
年
で
あ
る
点
か
ら
、
永
平
二
年
か

ら
十
二
年
の
い
ず
れ

か
の
時
点
と
考
え
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
実
際
の
北
辺
情
勢
を
み
る
と
、
そ
れ
よ
り
以
前

の
建
武
二
十
年
代
を
通
じ
て
匈
奴

の
南
北
分
裂
、
烏
桓
の

内
属
等
の
事

件
が
相
次
ぎ
、
緊
迫
感
は
薄
ら

い
だ
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
北
方
に
必
要
以
上
の
兵
力
を
配
備
す
る
必
要
性
は
減

少
し
た
と
み
て
よ
い
。

ま
た
、
第
三
節
で
み
る
よ
う
に
建
武
二
十
年
代
以
降
、
領
護
官
系
統
の
軍
営
が
各
地
に
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
功
臣
系
屯
兵

の
果
た
し
て
い
た
役

割
を
継
承
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
か
ら
屯
兵
は
建
武
末
年
か
ら
永
平
年
間
に
か
け
て
段
階
的
に
廃

止
さ
れ
て
い
っ
た
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

以
上
、
功
臣
の
率
い
て
い
た
兵
士
の

一
部
が
北
辺
に
屯
し
、
そ
の
軍
営
が
そ
の
明
帝
永
平
年
間
ま
で
存
続
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

三

常
設
及
び
臨
時
の
軍
営
に
つ
い
て

前
節
の
末

尾
に
お
い
て
、
明
帝
永
平
年
間
ま
で
に
功
臣
系
の
屯
兵
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
れ
で
は
、
屯
兵
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
浜

口
氏
の
い
う

よ
う
に
、
後
漢

の
軍
事
力
は
中
央

(
北
軍
五
営
兵
)

・
地
方

(黎
陽
営
、
虎
牙
営
、
雍
営
)
の
特
殊
軍
営
と
辺
郡
の
常
備
兵
力
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
節
で
は
光
武
帝

の
治
世
末
期
以
降
、
功
臣
系

の
辺
境
屯
兵
に
代
わ
る
あ
ら
た
な
い
く

つ
か
の
軍
事
力
が
配
備

さ
れ
て
い
き
、
辺
郡
の
常
備
兵
力
を
補
完
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
(な
お
、
後
漢
時
代
に
お
け
る
地
方

の
常
設
軍
営
と
し
て
黎
陽
営
、
虎
牙
営
、

雍
営
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
三
軍
営
に
つ
い
て
は
浜

口
氏
の
専
論
が
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
述
べ
な

い
。
)

浜
口
氏
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
後
漢

の
常
備
兵
力
は
前
漢
に
く
ら
べ
て
非
常
に
少
な
く
、
こ
れ
が
莞
族
の
反
乱
等
の
鎮
圧
を
困
難
に

し
た
と

い
う
。
た
し
か
に
後
漢
時
代
の
兵
力
動
員
で
十
万
を
越
え
る
例
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
だ
が
そ
れ
だ
け
を
も
っ
て
後
漢

の
常
備
兵
力

の
多
寡

を
決
定
す
る

こ
と
は
で
き
な

い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
氏
が
指
摘
す
る
特
殊
軍
営
の
定
員
の
規
模
の
小
さ
さ
に

つ
い
て
も
問
題
が
残
さ
れ

　
　

　

て
い
る
。
た
と
え
ば
浜

口
氏
は

『漢
官
儀
』
に

「
兵
騎
千
人
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
黎
陽
営
の
定
員

を
千
人
と
す
る
が
、

『東
観
漢
記
』
巻

一
、
光
武
紀
建
武
十
七
年

の
条
に
、

(車
駕

)
入
南
陽
界
、
到
葉
。
以
車
騎
省
、
留
数
日
行
、
黎
陽
兵
馬
千
余
匹
、
遂
到
寛
陵
。



と
あ
り
、

こ
の
時
光
武
帝
警
護
の
た
め
に
南
陽
に
派
遣
さ
れ
た
黎
陽
営
の
騎
兵
だ
け
で
も
千
を
越
え
て
お
り
、
『漢
官
儀
』

の
記
述
と
矛
盾
す
る
。

ま
た
、
後

漢
時
代
を
通
じ
て
黎
陽
営
か
ら
頻
繁
に
兵
士
の
派
遣
が
な
さ
れ
て
い
る
点
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
『漢
官
儀
』

の
記
述
が
後
漢
全
時
代

を
通
じ
て
あ
て
は
ま
る
と
は
い
え
な

い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
後
漢
王
朝

の
総
兵
力
が
は
た
し
て
浜

口
氏
の
指
摘

す
る
よ
う
な
小
規
模
な
も

の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
を
再
検
討
す
る
必
要
が
で
て
こ
よ
う
。

後
漢
時

代
の
総
兵
力
が
ど
の
く
ら

い
で
あ

っ
た
か
を
示
す
史
料
は
少
な

い
。

い
ま
推
測
の
手
助
け
に
な
る
史
料
を
挙
げ
る
と
、
『潜
夫
論
』
巻

二
十

一
、
勧
将
篇
に
、

前
莞
始
反
時
、
将
帥
以
定

(守
の
誤
り
か
?
)
令
之
華
、
籍
富
厚
之
蓄
、
拠
列
城
而
気
利
勢
、
権
十
万
之
衆
、
将
勇
傑
之
士
。

と
あ
る
。

こ
の
記
述
を
額
面
通
り
に
受
け
取
る
こ
と
は
危
険
か
も
し
れ
な

い
が
、
安
帝
永
初
元

(
一
〇
七
)
年
に
お
け
る
莞
族
反
乱
当
初
で
十
万

の
常
備
兵
力
が
あ

っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
十
万
と

い
う
数
字
は
莞
族
反
乱
に
限
定
し
た
話
題
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
後
漢
全
国

の
兵
力
を
表
わ
し
た
も
の
で
は
な
く
、

一
部
の
地
域

の
兵
力
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
巻
八
十
七
、
西
羌
伝

に
安
帝
元
初
二

(
=

五
)
年
に
中
郎
将

任
尚
が
莞
族
鎮
圧
の
た
め
に
三
輔
に
駐
屯
す
る
に
あ
た
り
、
虞
調
が
彼
に
助
言
を
与
え
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
、

尚
臨
行
、
懐
令
虞
謂
説
尚
日
、
使
君
頻
奉
国
命
討
逐
冠
賊
。
三
州
屯
兵
二
十
余
万
人
、
奔
農
桑
、
疲
苦
労
役
、
而

未
有
功
効
、
労
費
日
滋
。

と
あ
る
。

三
州
と
は
こ
の
場
合
莞
族
反
乱
に
か
か
わ
る
地
域
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
司
隷
、
井
、
涼
の
諸

地
域
を
指
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
三
州

の

「屯
兵
」
は
二
十
余
万
人
に
の
ぼ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
史
料
か
ら
も
、
後
漢

の
兵
力
量
そ
の
も
の
が
相
当

な
も
の
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
西
莞
伝
に
み
え
る

「
屯
兵
」
と
は
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
兵
力
を
指
し
て

い
る
の
か
が
問
題
に
な

っ
て
こ
よ
う
。

第

一
節

で
み
た
よ
う
に
、
確
か
に
建
武
七
年
以
降
は
郡
国
の
常
備
軍
が
縮
小
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
か
わ
り
後
漢
に
入

っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ

た
り
、
重

要
性
を
増
し
た
兵
力
も
存
在
す
る
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
兵
力

の
う
ち
、
「営
兵
」
あ
る
い
は

「屯
兵
」
と
称
さ
れ
る
兵
士
が
郡
県

が
常
備
兵

と
は
別
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
。

1

領
護
官
の
兵
力

ま
ず
、
内
属
民
族
領
護
官
の
持

つ
兵
力
を
考
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
光
武
帝
治
世
末
期
に
お
け
る
幻
奴
の
南
北
分
裂
を
契
機
に
し
て
、
東

ア

ジ
ア
の
国
際
関
係
は
大
き
く
変
動
し
た
。
新
末
か
ら
建
武
二
十
年
代
に
か
け
て
莞
族
、
烏
桓
、
及
び
南
匈
奴

と

い
っ
た
多
く
の
諸
民
族
が
内
属
し



て
塞
内
に
移
住
し
た
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
後
漢
王
朝
は
彼
ら
の
統
御
に
あ
た
る
領
護
官
を
次
々
に
設
置
し
て
い

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
護

　
ね

　

ヤ

莞
校
尉
、
護
烏
桓
校
尉
、
使
匈
奴

中
郎
将
、
度
遼
将
軍
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
れ
ら
諸
官

の
名
称
上
の
起
源
は
前
漢
後
半
期

に
さ
か
の
ぼ
る
が
、

前
漢
の
そ
れ
が
主
と
し
て
外
交
使
節
的
性
格
が
強
か
っ
た
か

(前
三
者
)、
純
然
た
る
将
軍
職

(度
遼
将
軍
)
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
後
漢
時
代

の
も
の
は
諸
民
族
が
郡
県
制
度
施
行
地
域
に
移
住
し
て
い
く
状
況
下
、
彼
ら
に
対
す
る
実
質
的
な
支
配
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
点
が
特
徴
的

で
あ
る
。

こ
れ
ら
諸
官
は
、
も
ち
ろ
ん
担
当
す
る
内
属
民
族
を
統
率
し
て
軍
事
活
動
に
従
事
す
る
場
合
が
多
か

っ
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
独
自

の
営
兵

.

屯
兵
を
有
し

て
い
た
。
以
下
こ
の
点
を
み
て
み
た

い
。

護
羌

校
尉

は
巻
八
十
七
、
西
羌
伝

に
よ
れ
ば
建
武
九

(三
三
)
年
に
設
置
さ
れ
た
が
そ
の
年

の
う
ち
に
廃
止
さ
れ
、
永
平
元

(
五
七
)
年
か
ら

二
年
に
か
け
て
も

一
時
的
設
置
が
あ

っ
た
後
、
章
帝
建
初
元

(
七
六
)
年
に
再
々
設
置
が
な
さ
れ
て
そ
の
後
は
常
置
官
と
な

っ
た
。
常
置
化
以
前

に
お
い
て
護
羌

校
尉
が
独
自

の
兵
力
を
有
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
常
置
化
以
後
は
屯
兵
が
存
在
し
て
い
た
よ
う

で
あ
り
、
巻
十
六
、
飾

訓
伝
に
は
章

和
二

(
八
八
)
年
に
、
護
羌

校
尉
郵
訓
が
前
任
の
護
羌

校
尉
張
紆
の
失
政
に
つ
い
て
述

べ
た
中
に

「
経
常
の
屯
兵
二
万
を
下
ら
ず
」

と
あ
る
。
こ

の
時
点
で
二
万
以
上
の
屯
兵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
和
帝
期
初
頭
に
屯
兵
は
弛
刑
徒

二
千
人
に
縮
小
さ
れ
た

が
、
永
元
十

四

(
一
〇
二
)
年
に
は
金
城
西
部
都
尉
、
金
城
長
史
と
と
も
に
護
羌
校
尉
が
屯
田
三
十
四
部
を
管
理
さ
せ
る
計

画
が
実
行
に
移
さ
れ

　
の

　
た
。
(た
だ

し
莞
族
の
反
乱
に
よ
り
未
完
成
に
終
わ
っ
た
。
)
さ
ら
に
西
羌

伝
に
、

至
陽
嘉
元
年
、
以
浬
中
地
広
、
更
増
置
屯

田
五
部
、
井
為
十
部
。

と
あ
り
、
順
帝
期
に
は
護
羌

校
尉
の
屯
田
は
そ
れ
ま
で
の
五
部
か
ら
十
部
に
増
加
し
て
い
る
。

次
に
護
烏
桓
校
尉
に
つ
い
て
は
、
巻
九
十
、
烏
桓
伝
に
建
武
二
十
五

(
四
九
)
年
、
烏
桓
が
塞
内
に
移
住
し
た
と
き

の
こ
と
と
し
て
、

於
是
姶
復
置
校
尉
於
上
谷
寧
城
、
開
営
府
。

と
あ
り
、
上
谷
郡
寧
城
に
護
烏
桓
校
尉

の

「営
府
」
を
置

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
護
烏
桓
校
尉
に
つ
い
て
は
、

一
九
七

一
年
に
発
見
さ
れ
た
和
林

格
爾
漢
墓
の
壁
画
が
こ
の
官

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
壁
画
に
よ
れ
ば
校
尉

の
莫
府
に
隣
接
し
て
、
「営
門
」
、
「
営
曹
」
等
を
有
す
る
校

尉
の
軍
営
と
思
わ
れ
る

一
郭
が
あ
る

。
こ
の
壁
画
は
二
世
紀
後
半
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
護
烏
桓
校
尉
の
営
兵
は
建
武
二
十
五
年
以

降
も
存
続
し

て
い
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。



次
に
使
匈
奴

中
郎
将
で
あ
る
が
、
こ
の
官
に
つ
い
て
は
独
自

の
兵
力
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
示
す
る
史
料
が
な

い
。
た
だ
、
巻
八
十
九
、

南
匈
奴

伝

に
建
武
二
十
六

(
五
〇
)
年
に
使
匈
奴

中
郎
将
が
設
置
さ
れ
た
時
の
こ
と
を
伝
え
て
、

於
是
復
詔
単
于

徒
居
西
河
美
穫
、
因
使
中
郎
将
段
榔
及
副
校
尉
王
郁
留
西
河
擁
護
之
、
為
設
官
府

・
従
事

・
橡
史
。
令
西
河
長
史
歳
将
騎
二

千
、
弛
刑
五
百
人
、
助
中
郎
将
衛
護
単
于

。
冬
屯
夏
罷
。
自
後
以
為
常
。

と
あ
り
、
冬

の
問
は
西
河
長
史
が
中
郎
将
の
補
佐
と
し
て
西
河
郡
美
稜
に
屯
し
、
南
匈
奴
単
于

を

「衛
護
」
し
た
こ
と
を
記
す
。
ま
た
巻
二
十
四
、

馬
厳
伝
に
永
平
十
五

(
七
二
)
年
頃
の
こ
と
と
し
て
、

後
拝
将
軍
長
史
、
将
北
軍
五
校
土
、
羽
林
禁
兵
三
千
人
、
屯
西
河
美
稜
、
衛
護
南
単
子
、
聴
置
司
馬
。
従
事
。
牧
守
謁
敬
、
同
之
将
軍
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
み
え
る

「将
軍
長
史
」
を
、
『東
観
漢
記
』
巻
十
二
、
馬
厳
伝
は

「持
兵
長
史
」
に
作
る
。
『後
漢
書
』

の
表
記
は
、
お
そ
ら
く

後
文
に

「牧
守
の
謁
敬
、
こ
れ
を
将
軍
と
同
じ
う
す
」
と
あ
る
の
に
引
き
ず
ら
れ
た
誤
り
で
あ
り
、
『東
観
漢
記
』

の

「持
兵
長
史
」
が
正
し
く
、

こ
れ
は
第

一
節
で
見
た
将
丘
ハ長
史
と
同
義
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
も
と
も
と

『後
漢
書
』
で
は

「将
軍
長
史
」
で

は
な
く

「
将
兵
長
史
」
と
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
強

い
。
馬
厳
が
任
命
さ
れ
た
官
が
将
兵
長
史
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
将
兵
長
史
が
第

一
節
で
述

べ
た
よ
う
に
、
独
立
し
た
任
務
を
も
つ
こ
と
が
多

い
と
は

い
え
基
本
的
に
は
郡
の
属
官
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
馬
厳
の
任
務
が
単
于

の

「衛
護
」
で
あ
り
建
武
二
十
六
年
に
派
遣
さ
れ
た
西
河
長
史

の
そ
れ
と
同

一
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
考
え
て
、
彼
は
よ
り
正
確
に
は
西
河
郡
の
将

兵
長
史
に
任
命
さ
れ
、
建
武
二
十
六
年
以
来
続

い
て
い
た
南
匈
奴
単
于

「
衛
護
」
の
任
務
に
つ
い
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
将
兵
長

　　
　

史
が
設
置

さ
れ
た
場
合
、
本
来
の
辺
郡
長
史
と
は
別
に
設
け
ら
れ
る
か
た
ち
を
と

っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
西
河
長
史

が
美
稜
に
出
向
し
て
い
た
状
態
が
、
馬
厳
が
将
兵
長
史
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
以
後
は
、
西
河
太
守

(在
平
定
県
)
補
佐

の
任
に
あ
た
る
本
来
の
長

史
と
美
稜

に
屯
す
る
将
兵
長
史
の
二
つ
に
分
化
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
世
紀
後
半
の
様
子
を
描

い
た
和
林
格
爾
漢
墓

の
壁
画
の
標
題
の

一
つ
に

「
西
河
長
史
所
治
離
石
府
舎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
順
帝
永
和
五
年
に
西
河
郡
が
平
定
か
ら
離
石
に
移

っ
た
措
置
を
反
映

　お
　

し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
馬
厳
以
後
、
西
河
美
稜
で
単
于

「衛
護
」
に
あ
た
る
将
兵
長
史
が
本
来
の
西
河
長
史
と
は
別
に
存
在
す
る
よ

う
に
な

っ
た
と
の
想
定
を
裏
付
け
る
も
の
と

い
え
よ
う
。
ま
た
長
史
の
兵
力
そ
の
も
の
も
、
以
前
は
西
河
郡
の
騎
兵
に
弛
刑
徒
を
ま
じ
え
た
も
の

で
あ

っ
た

が
、
馬
厳
が
派
遣
さ
れ
た
時
は
北
軍
五
営
兵

・
羽
林
兵
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
王
朝
が
西
河
美
稜
の
兵
員
配
備
を
重
視
し
始
め

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。



西
河
長
史

が
以
上
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
官
職
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
の
属
官
と

い
う
よ
り
は
内
属
民
族
領
護
官
と
し
て

の
性
格
を
持

っ
て
い

た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
で
あ

っ
て
み
れ
ば
、
西
河
長
史

の
屯
兵
が
同
じ
美
稜
に
駐
在
す
る
使
匈
奴

中
郎
将
と
な
ん
ら
関
係
を
持
た
な
か

っ

た
と
は
考
え
に
く

い
。
先
に
み
た
南
匈
奴

伝
の
記
事
に
は
西
河
長
史
が
使
匈
奴

「中
郎
将
を
助
け
て
南
単
于

を
衛
護
」
し
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

西
河
長
史
が
使
旬
中
郎
将
の
指
揮
下
に
あ

っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
使
旬
中
郎
将
が
西
河
長
史

の
屯
兵
を
指
揮
し
た
こ

と
を
示
す
記
事
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
南
飼
奴
伝
に
和
帝
永
元
六

(九
四
)
年
の
こ
と
と
し
て
、

降
胡
五
六
百
人
夜
襲

(
単
于
)
師
子
、
安
集
橡
王
悟
将
衛
護
士
与
戦
、
破
之
。

と
あ
り
、
安
集
橡
が

「衛
護
士
を
将
」

い
て
南
匈
奴
単
于

の
た
め
に
戦

っ
て
い
る
。
安
集
橡
と
は
同
伝
に
、

令
中
郎
将
置
安
集
橡
史
将
弛
刑
五
十
人
、
持
兵
弩
随
単
子
所
処
、
参
辞
訟
、
察
動
静
。

と
あ
る
よ
う

に
、
弛
刑
徒
五
十
名
を
指
揮
し
て
南
匈
奴
単
于

を
監
視
す
る
た
め
に
建
武
二
十
六
年
に
設
置
さ
れ
た
使
匈
奴

中
郎
将
の
属
官
で
あ
る
。

さ
き
の
史
料

に
見
え
る

「衛
護
士
」
は
弛
刑
徒
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り

「衛
護
」
と

い
う
用
語
か
ら
し
て
、
「衛
護
士
」
と
は
南

匈
奴
単
于

「衛
護
」
の
任
務
に
あ

っ
た
西
河
長
史
の
屯
兵
を
指
す
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(も

っ
と
も
先

に
見
た
よ
う
に
西
河

長
史
の
屯
兵

も
弛
刑
徒
を
含
ん
で
い
た
が
、
大
部
分
は

一
般
の
兵
士
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
)
こ
の
推
測
が
成
り
立

つ
と
す
れ
ば
、
使
匈
奴

中
郎
将
の
属
官
で
あ
る
安
集
縁
が
西
河
長
史

の
屯
兵
を
指
揮
し
た
こ
と
に
な
り
、
使
匈
奴

中
郎
将
と
西
河
長
史
の
間
に
は
兵
力
運
営

の
強
い
連
係

が
あ

っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
度
遼
将
軍
の
兵
力
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
帝
永
平
八

(
六
五
)
年
に

「
始
め
て
度
遼
営
を
置
く
」
と
南
匈
奴

伝
に
明
記
さ
れ
、
史
書
に

も

「
度
遼
営
」

・

「度
遼
営
兵
」
が
頻
出
す
る
こ
と
か
ら
、
度
遼
将
軍
独
自
の
営
兵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な

い
。
な
お
、
使
匈
奴

中
郎
将
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
少
し
述
べ
る
と
、
『東
観
漢
記
』
巻
十
七
、
張
奥
伝
に
桓
帝
期

の
こ
と
と
し
て
、

張
奥
、
使
旬
央
中
郎
将
。
時
休
屠
者
及
朔
方
鳥
桓
並
同
反
叛
、
遂
焼
度
遼
将
軍
門
、
引
屯
赤
坑
、
姻
火
相
望
。
兵
衆
大
恐
、
各
欲
亡
去
。
奥

安
坐
帷

中
、
与
弟
子
論
書
自
若
、
軍
士
梢
安
。

と
あ
か
、
通
常
は
西
河
美
稜
に
駐
屯
し
て
い
る
使
匈
奴

中
郎
が
、
五
原
郡
曼
柏
に
設
置
さ
れ
て
い
た
度
遼
将
軍
営
に
あ

っ
て
指
揮
を
取

っ
て
い
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
使
匈
奴

中
郎
将
は
度
遼
営
兵
と
も
統
帥
上
の
連
関
を
有
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
内
属
匈
奴

の
統
御
に
あ
た
る
度
遼

将
軍
、
使
匈
奴

中
郎
将
、
西
河
長
史
の
三
者

の
軍
事
的
連
係
に

つ
い
て
は
ま
だ
検
討
す
べ
き
余
地
は
あ
る
が
、
本
稿
で
の
検
討
は
以
上
に
と
ど
め



た
い
。

な
お
度

遼
将
軍
に
関
連
し
て
、
こ
れ
と
北
辺
防
備
組
織
と

の
関
連
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
こ
と
が
あ
る
。
第

一
節
で

み
た
よ
う
に
、
辺
郡
の
常

備
兵
に
は
戊
卒
と
呼
ば
れ
る
辺
境
防
備
組
織
に
勤
務
す
る
兵
士
が
い
た
。
後
漢
で
は
明
帝
以
後
、
弛
刑
徒
の
辺
境
防
備
組
織

へ
の
配
備
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
明
帝
期
に
四
回
、
章
帝
期
に
五
回
、
和
帝
期
に

一
回
、
安
帝
期
に
二
回
、
順
帝
期
に
二
回
、
沖
帝
期
に

一
回
、
桓
帝
期
に
四
回
を
数
え

　
ね

　

る
が
、
彼

ら
は
戊
卒
と
し
て
勤
務
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
功
臣
系

の
屯
兵
の
廃
止
に
代
わ
る
新
た
な
兵
力
増
強
と
み
て
よ
い
。
こ
れ
に
関

連
し
て
、
巻
二
、
明
帝
紀
永
平
八

(六
五
)
年

の
条
に
、
度
遼
将
軍
設
置
か
ら
ま
も
な
く
の
こ
と
と
し
て
、

詔
三
公
募
郡
国
中
都
官
死
罪
繋
囚
、
減
罪

一
等
、
勿
答
、
詣
度
遼
将
軍
営
、
屯
朔
方

・
五
原
之
辺
県
。
妻
子
自
分
随
、
便
占
著
辺
県
。

と
あ
る
が
、
こ
の
記
事
か
ら
弛
刑
徒
は
ま
ず
度
遼
営
に
詣
り
、
そ
の
う
え
で
五
原
や
朔
方
の
辺
県
に
分
屯
さ
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
彼
ら

　
お

ソ

は
戊
卒
と
し
て
北
辺
防
備
組
織
に
勤
務
し
、
妻
子
と
と
も
に
そ
の
地
に
登
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
永
平
十
六

(七
三
)
年

の
条
に
、

詔
令

郡
国
中
都
官
死
罪
繋
囚
減
死
罪

一
等
、
勿
答
、
詣
軍
営
、
屯
朔
方

・
敦
煙
、
妻
子
自
随
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
は
単
に
軍
営
と
あ
る
が
、
永
平
十
六
年
九
月
当
時
、
領
護
官
の
軍
営
以
外
で
辺
境
に
お
い
て
軍
営
と
称
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
も
の
と
し
て
は
西
域
の
伊
吾
盧
に
屯
し
て
い
た
實
固
ら
の
軍
営

(
明
帝
紀

・
實
固
伝
)
が
あ
る
。
し
か
し
郡
国
中
都
官

の
罪
人
を
西
域
ま
で

送

っ
て
か
ら
あ
ら
た
め
て
朔
方
、
敦
煙
に
配
備
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
点
、
先
ま
た
に
挙
げ
た
永
平
八
年

の
条
の
記
述
様
式
と
類
似
し
て
い

る
点
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
に
み
え
る
軍
営
と
は
具
体
的
に
は
度
遼
営
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
こ
の
時
も
弛
刑
徒

は
度
遼
営

に
詣

っ
て
そ
の
後
に
各
屯
地
に
分
散
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
史
料
に
み
え
る
の

「
詣
」

の
字
は
、
居
延
漢
簡
に
み
え
る
用
例
か
ら
し
て
官
庁
に
出
頭
す
る
と
の
意
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
そ

　
め
　

こ
で
何
ら
か
の
事
務
手
続
き
を
お
こ
な
う
と
い
う
意
味
も
含
み
持

つ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
度
遼
将
軍
が
弛
刑
徒

の
配
備
に
関
し
て
何
ら
か

の
事
務
的
統
括
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
。
あ
る
地
方
駐
在
官
が
恒
常
的
に
北
辺
防
備
組
織
の
管
理
権
を
持

つ
と

い
う
こ
と
は
前

漢
時
代
に

は
み
ら
れ
な
い
が
、
度
遼
将
軍
の
よ
う
な
常
設
の
地
方
駐
屯
将
軍
そ
の
も
の
が
前
漢
に
は
存
在
し
な
か

っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
後
漢

独
自

の
も

の
と
し
て
そ
の
よ
う
な
制
度
が
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
推
測
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
、
巻
五
十
六

、
秤
嵩
伝
に
桓
帝
期
の
こ

と
と
し
て
、

会
匈
奴

冠
井
涼
二
州
、
桓
帝
擢
嵩
為
度
遼
将
軍
。
…
…
由
是
莞
胡

・
亀
弦

・
渉
車

・
鳥
孫
等
皆
来
順
服
。
日高
乃
去
峰
燧
、
除
候
望
。
辺
方
曇



然
無
警

。

と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
峰
燧

・
候
望
は
、
そ
れ
ぞ
れ
煙
と
火
に
よ
る
信
号
、
及
び
望
楼
か
ら
の
監
視
を
指
し
、
こ
れ
ら
は
都
尉
府
-
候
官
-
候

-
燧
と

い
う

辺
軍
防
備
系
統

の
監
視
施
設
に
お
け
る
主
要
任
務
で
あ

っ
た
。
(峰
燧
は
施
設
そ
の
も
の
を
指
す
こ
と
も
あ

る
が
、
こ
こ
で
は

『漢

　
れ

　

書
』
買
誼
伝

の
顔
師
古
注
に
従

っ
て
信
号
と
解
釈
し
て
お
く
。
)
巻

一
、
光
武
紀
建
武
十
二
年
の
条
に
、

遣
騨
騎
大
将
軍
杜
茂
将
衆
郡
施
刑
屯
北
辺
、
築
亭
候
、
修
峰
燧
。
(李
注

・
亭
候
、
伺
候
望
敵
之
所
。
)

と
あ
る
よ
う

に
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
も
弛
刑
徒
が
戊
卒
と
し
て
亭
候

(
11
監
視
施
設
)
に
派
遣
さ
れ
、
峰
燧
の
任
務
が
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
度
遼
将
軍
科
嵩
が
峰
燧

・
候
望
と

い
っ
た
辺
境
防
備
任
務
を
廃
止
し
た
と

い
う
事
実
か
ら
、
本

来
は
内
属
民
族
領
護
官
で
あ
る
度
遼
将
軍
が
、
峰
燧
を
末
端
と
す
る
北
辺
防
備
組
織

の
業
務
に
関
し
て
も
か
な
り
強
い
裁
断
権
を
有
し
て
お
り
、

全
体
的
な
統
括
を
行

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
想
像
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
光
武
帝
末
年
に
は
護
烏
桓
営
が
上
谷
郡
に
、
西
河
長
史
の
屯
兵
が
西
河
郡
に
設
置
さ
れ
、
明
帝
期

に
は
度
遼
営
が
五
原
郡

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
き
、
章
帝
初
期
か
ら
護
羌

校
尉
の
屯
兵
が
金
城
郡
に
常
置
化
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま

た
使
匈
奴

中
郎
将
は
独

自
の
兵
力
を
持
た
な
い
も
の
の
、
西
河
長
史
の
屯
兵
や
度
遼
営
兵
を
指
揮
し
う
る
可
能
性
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

一
方
度
遼
将
軍
は
北

辺
防
備
組
織

の
管
理
に
関
し
て
全
体
的
な
統
括
を
行

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
後
漢
の
内
属
民
族
領

護
官
が
有
す
る
兵
力
が

整
備
さ
れ
て

い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
特
に
北
辺
に
関
し
て
は
、
前
節
で
見
た
よ
う
に
明
帝
期
ま
で
に
功
臣
系

の
屯
兵
が
全

廃
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
光
武
帝
末
年
か
ら
相
次
い
で
設
置

・
増
強
さ
れ
て
い
っ
た
上
谷

・
西
河

・
五
原
諸
郡
に
お
け
る
領
護
官
系
の
兵
士
、
ま
た
明
帝
以
後
頻
繁

に
辺
戊
に
配
備
さ
れ
た
弛
刑
徒
も
そ
の
代
替
軍
事
力

の

一
つ
と
な

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
定
さ
れ
る
。

2

そ
の
他
の
常
設
軍
営

後
漢
時
代

に
お
け
る
地
方
の
常
設
軍
営
と
し
て
黎
陽
営
、
虎
牙
営
、
雍
営
と
い
っ
た
内
郡
の
軍
営
の
他
に
、
以
上
み
た
よ
う
な
辺
郡
に
お
け
る

領
護
官
の
軍
営
が
あ

っ
た
。
永
平
年
間
の
功
臣
系
屯
兵
廃
止
以
後
も
、
辺
郡
の
常
備
郡
の
他
に
こ
う

い
っ
た
軍
営
が
辺
境

に
配
置
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外

に
も
常
設
の
軍
営
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
巻
五
、
安
帝
紀
建
光
元

(
一
二

一
)
年
の
条
に
、

十

一
月
…
甲
子
、
初
置
漁
陽
営
兵
。
(李
注

・
伏
侯
古
今
注
日
、
置
営
兵
千
人
也
。
)



と
あ
る
。

『古
今
注
』

の
記
述
か
ら
し
て
、
建
光
元
年
に
始
め
て
設
置
さ
れ
た
と

い
う
漁
陽
営
は
定
員
が
あ
り
、
固
定

的
な
も

の
で
あ

っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持

つ
も

の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
ま
ず
、
漁
陽
営
兵
と
漁
陽
郡
の
常
備
兵

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
巻
九
十
、
鮮
卑
伝
に
、

度
遼

将
軍
取
壁
与
幽
州
刺
史
鹿
参
発
広
陽

・
漁
陽

・
琢
郡
甲
卒
。

と
あ
る
。
安
帝
紀
は
、
こ
の
事
件
を
建
光
元
年
八
月
の
こ
と
と
す
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
八
月
に
徴
発
さ
れ
た
漁
陽
郡
の

「
甲
卒
」
は
十

一
月
に
新
設
さ
れ
た
漁
陽
営
兵
と
は
別
の
兵
士
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
甲
卒
は
藤
田
勝
久
氏
に
よ
れ
ば
郡
国
の
兵
卒
を
指
し
、
戌
卒
と
対
応
す

　お
　

る
も

の
、

つ
ま
り
正
卒
義
務
に
服
す
る
兵
士
で
あ
る
と

い
う
か
ら
、
漁
陽
営
兵
が
戊
卒
を
意
味
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
鮮
卑

・
烏
桓
の
侵

攻
に
な
や
む
漁
陽
郡
に
お

い
て
、
辺
境
防
備
組
織
に
勤
務
す
る
戊
卒
が
そ
れ
以
前
に
配
備
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
漁
陽
営
兵
は

　
　
　

戊
卒

の
類

で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
永
初
三

(
一
〇
九
)
年
に
も

「漁
陽
郡
兵
」

の
徴
発
が
行
わ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
安
帝
年

間
に
つ
い
て
は
漁
陽
郡
に
常
備
兵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
建
光

元
年

に
設
け
ら
れ
た
と

い

　　
　

う
漁
陽
営
兵
は
、
甲
卒
や
戌
卒
と
い
っ
た
辺
郡
の
常
備
兵
力
と
は
違
う
も
の
で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

次
に
巻

四
十
七
、
班
勇
伝
に
安
帝
時
代
に
お
け
る
班
勇
の
上
議
を

の
せ
て
、

勇
上
議
日
、
…
旧
敦
焼
郡
有
営
兵
三
百
人
、
今
宜
復
之
。
復
置
護
西
域
副
校
尉
、
居
於
敦
煙
、
如
永
元
故
事
。
…

於
是
従
勇
議
、
復
敦
煙
郡

営
兵
三
百
人
、
置
西
域
副
校
尉
居
敦
煙
。

と
あ
る
。
巻
八
十
八
、
西
域
伝
は
こ
れ
を
元
初
六

(
一
一
九
)
年

の
こ
と
と
す
る
。
班
勇
に
よ
れ
ば
、
和
帝
永
元
年
間
に
敦
煙
に
営
兵
三
百
人
が

置
か
れ
、
護
西
域
副
校
尉
が
こ
れ
を
指
揮
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
和
帝
時
代
に
お
け
る
西
域
副
校
尉
の
設
置
年
代
を
史
料
の
上
で
確
定

す
る
こ
と

は
で
き
な

い
が
、
永
元
三

(九
三
)
年
に
西
域
都
護
、
戊
己
校
尉
、
戊
部
候
が
と
も
に
設
置
さ
れ
て
い
る

(
和
帝
紀

・
西
域
伝
)
か
ら
、

お
そ
ら
く

こ
れ
と
同
じ
頃
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
瘍
帝
延
平
元

(
一
〇
六
)
年
に
梁
僅
が
護
西
域
副
校
尉
に
任
ぜ
ら
れ

(梁
僅

伝
)、
正
確
な
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
和
帝
期
に
李
拘
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る

(李
拘
伝
)
か
ら
、
和
帝

・
膓
帝
時
代
を
通
じ
て
存
続
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
班
勇
の
上
言
に
よ

っ
て
元
初
六
年
に
副
校
尉
と
営
兵
が
復
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
巻
八
十
八
、
西
域
伝
に
、

尚
書
陳
忠
上
疏
日
、
…
方
今
辺
境
守
禦
之
具
不
精
、
内
郡
武
衛
之
備
不
脩
、
敦
煙
孤
危
、
遠
来
告
急
、
復
不
輔
助

、
…
臣
以
為
敦
煙
宜
置
校

尉
、
案
旧
増

(河
西
)
四
郡
屯
兵
、
以
撫

(
西
域
)
諸
国
。
…
帝
納
之
。



と
あ
り
、
延
光
二

(
一
二
三
)
年
に
は
、
護
西
域
副
校
尉
を
校
尉
に
格
上
げ
し
、
「旧
を
案
じ
て
四
郡
の
屯
兵
を
増
」
し
、
校
尉
が
こ
れ
を
指
揮

す
る
こ
と
が
尚
書
陳
忠
に
よ

っ
て
提
案
さ
れ
、
(
実
際
に
施
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
)
安
帝

の
認
可
を
得
た

。
河
西
四
郡
屯
兵
の

増
置
要
請
は

「敦
煙

の
孤
危
」
、
つ
ま
り
敦
焼
に
駐
在
す
る
三
百
人

の
営
兵
の
み
で
は
西
域
を
威
圧
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
い
う
認
識
か
ら
な

さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
屯
兵
と
は
敦
煙
に
設
置
さ
れ
て
い
た
営
兵
と
同
じ
種
類
の
兵
士
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
措
置
は

「
旧
を
案
」
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
と

い
う
か
ら
、
か
つ
て
敦
煙
を
含
め
た
河
西
四
郡
に
屯
兵
が
存
在
し
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
具
体
的

な
経
過
と
し
て
は
、
元
初
六
年
に
ま
ず
敦
煙
の
営
兵
が
復
置
さ
れ
、
そ
し
て
延
光
二
年
に
は
こ
れ
に
加
え
て
他
の
三
郡
に
お
け
る
同
様
の
営
兵
の

復
置
も
認
可
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
「屯
兵
を
増
」
す
と
の
表
記
は
こ
う
い
っ
た
経
過
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

先
に
延

べ
た
護
羌

校
尉
、
護
烏
桓
校
尉
の
軍
営
が
辺
郡

の
常
備
軍
と
は
別
系
統
に
属
し
て
い
た
が
、
護
西
域
副
校
尉
が
こ
れ
ら
諸
官
に
準
ず
る

も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
営
兵
は
辺
郡
常
備
兵
と
は
別
系
統
の
兵
力
で
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
で
き
る
。
敦
煙

の
営
兵
が
設
置
さ
れ

た
の
は
和
帝
時
代
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
以
前
の
明
帝
永
平
十
六
年
に

「酒
泉

・
敦
焼

・
張
腋

の
甲
卒
」
が
徴
発
さ
れ
て

い
る
か
ら

(實
固
伝
)
、

漁
陽
郡
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
営
兵
が
郡
の
常
備
軍
で
は
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
想
定
を
補
強
す
る
。

他
に
常
設
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

「営
」
設
置

の
史
料
を
探
す
と
、
『続
漢
書
』
巻
二
十
三
、
郡
国
志
五
の
李
賢
注
に
引
く

『漢
官
』
に
、
後

漢
初
期
の
こ
と
と
し
て
、

建
武
二
十

一
年
、
始
遣
中
郎
将
馬
援

・
謁
者
、
分
築
峰
候
、
量
壁
梢
興
、
立
郡
県
十
余
万
戸
、
或
空
置
太
守

.
令
長

、
招
還
人
民
。
…
乃
建

立
三
営

。
屯
田
殖
穀
。
弛
刑
講
徒
以
充
実
之
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
建
武
二
十

一

(四
五
)
年
に
、
馬
援
の
辺
境
巡
回
に
よ

っ
て
辺
郡
の
防
備
組
織
の
整
備
が
行
わ
れ
た

一
方

で
、
「三
営
」

な
る
も
の
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の

「
三
営
」
が
具
体
的
に
何
を
指
し
た
か
は
明
確
に
し
得
な

い
。
た
だ
巻
二
十
四
、
馬
援
伝

に
こ
の
時
の
馬
援

の
行
動
に
つ
い
て
、

明
年
秋
、
援
乃
将
三
十
騎
出
高
柳
、
行
雁
門

・
代
郡

・
上
谷
障
塞
。

と
あ
り
、
馬
援
が
雁
門
、
代
郡
、
上
谷

の
三
郡

の
障
塞
を
巡
回
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
推
測

の
域
を

出
な

い
が
、
「
三
営
」

と
は
、
こ
れ

ら
三
郡
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
各
郡
に
設
け
ら
れ
た
軍
営
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
遼
東
属

国
に

「
夫
黎
営
」
(あ

　
む

　

る
い
は

「扶

黎
営
」
)
が
あ

っ
た
と
さ
れ

(安
帝
紀
、
鮮
卑
伝
)
、
こ
れ
も
常
設
軍
営
の

一
種
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
さ

れ
る
。



以
上
の
考
察
か
ら
、
後
漢
時
代
の
辺
郡
に
は
都
尉
の
指
揮
下
に
あ
る
甲
卒

・
戊
卒
と
い
っ
た
常
備
兵
の
他
に
、
営
兵

、
あ
る
い
は
屯
兵
と
表
記

さ
れ
る
兵
士
が
配
置
さ
れ
て
い
た
場
合
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
兵
士
の
構
成
す
る
地
方
の
常
設
軍
営
と

し
て
、
領
護
官
系
統
の

も
の
と
し

て
護
羌
校
尉

(在
金
城
郡
)、
護
烏
桓
校
尉

(在
上
谷
郡
)、
西
河
長
史
、
度
遼
将
軍

(在
五
原
郡
)
の
軍
営

が
あ
り
、
ま
た
護
西
域
副

校
尉

(在

敦
煙
郡
)
が
指
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
る
河
西
四
郡
の
屯
兵
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
常
任
指
揮
官
の
有
無
は
不
明

で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
辺

郡

(漁
陽
郡
等
)
に
も
営
兵
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か

っ
た
。

3

常
設

・
臨
時
軍
営
の
構
成
人
員

そ
れ
で
は
こ
れ
ら
兵
士
の
来
源
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
以
下
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
常
設
軍
営

で
兵
士
の

来
源
が
わ
か

っ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
永
平
八

(
六
五
)
年
に
置
か
れ
た
度
遼
将
軍
に

つ
い
て
、
巻
八
十
九
南
匈
奴

伝

に
、

由
是
始
置
度
遼
営
、
以
中
郎
将
呉
巣
行
度
遼
将
軍
事
、
副
校
尉
来
苗

・
左
校
尉
閻
章

・
右
校
尉
張
国
将
黎
陽

・
虎

牙
営
土
屯
五
原
曼
柏
。
又

遣
騎
都
尉
秦
彰
将
兵
屯
美
稜
。

と
あ
り
、
度
遼
営
兵
に
は
、
黎
陽
営
と
虎
牙
営
か
ら
兵
士
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
平
十
五
年
頃
に
強
化
さ
れ
た
西
河
長
史

の
軍
営
は
北

軍
五
営
と
羽
林
禁
兵
で
あ

っ
た
。

兵
士
の
来
源
が
明
ら
か
で
あ
る
常
設
軍
営
は
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
後
漢
に
お
い
て
は
そ
の
他
に
、
様
々
な
目
的
が
臨
時
に

一
定
期

間
設
け
ら
れ
た
軍
営
が

い
く
つ
か
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
兵
士
の
来
源
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
常
設
軍
営
と
臨

時
に
設
け
ら
れ
た
軍
営
に

つ
い
て
、
設
置
年
代
と
設
置
場
所
が
わ
か
っ
て
い
る
事
例
を
検
索
し
て
付
表
に
示
し
た
。
(建
武
二
十

一
年
に
作
ら
れ

た

「
三
営
」
は
設
置
場
所
が
不
明
で
あ
り
、
遼
東
属
国
の

「夫
黎
営
」
は
設
置
年
代
が
不
明
で
あ
る
た
め
付
表
に
挙
げ
て
い
な

い
。
西
域
に
設
け

ら
れ
た
軍
営
は
省
い
た
。
)

こ
の
表

に
よ
れ
ば
、
軍
営
の
構
成
人
員
と
し
て
、
北
軍
五
営
、
左
右
羽
林
、
黎
陽
営
、
虎
牙
営
、
さ
ら
に
度
遼
営
と

い
っ
た
諸
軍
営
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
浜

口
氏
に
よ
れ
ば
、
北
軍
五
営
は
功
臣
諸
将
の
兵
士
を
改
編
し
た
も
の
が
多
く
、
ま
た
左
右
羽
林

　
　

　

の
兵
も
北

軍
五
営
か
ら
優
秀
な
も
の
を
選
抜
し
て
編
成
さ
れ
た
と

い
う
か
ら
、
系
統
的
に
は
や
は
り
功
臣
系
の
兵
士

の
子
孫
が
母
体
と
な

っ
て
い

る
可
能
性

が
強
い
。
氏
は
ま
た
黎
陽
営
、
虎
牙
営
に

つ
い
て
も
功
臣
系
の
兵
士
の
系
統
を
引
く
と
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
ら

の
軍
営
は
世
襲
兵
士
で
あ

　
お

　

り
特
殊
な
身
分
を
構
成
し
た
と

い
う
。
し
た
が

っ
て
、
そ
れ
を
母
体
に
持

つ
常
設

・
臨
時

の
軍
営
の
兵
士
も
ま
た
同
様

の
性
格
を
持

つ
と
し
な
け



後漢時代の常設及び臨時軍営設置表
(郡県制施行地域のみ)

期 間

建武250常 設

建武260常 設

永平中～?

永平8⇒ 常設

永平150常 設?

建初1⇒ 常設

建 初4～5

永元中は常設

永 初1--4

永初5年 のみ

元 初1-?

元 初2～?

元 初2・ 一?

元 初5～?

元初60常 設

建光1⇒ 常設

永 建1～?

陽 嘉4～?

ノ}く不05～?

永和6～ 漢安1

駐屯地

上谷

西河

雁 門

五原曼柏

西河美稜

金城

武陵

河西四郡

漢陽

京兆孟津

河内

益州

京兆長安

上谷

敦煙

漁陽

中山

上郡

漢陽

三輔

指揮官 兵力の来源

護烏桓校尉 不明

西河長史 西河郡兵 ・弛刑徒

雁門長史都鴻 北軍五営兵

度遼将軍 黎陽、虎牙営兵

西河長史馬厳 羽林、北軍五営兵

護先校尉 不明

武陵太守 荊州七郡、汝南、頴川
の弛刑徒、 吏士

充中五里蛮不叛者

護西域副校尉 不明

車騎将軍剴～鷺 左 右 羽 林 、北 軍 五営

三河 、 三輔 、汝 南 、南 陽 、

頴川 、太 原 、上 党 郡兵

北軍 中候朱寵 北軍五営兵

不明 不明

中郎将タ就のち
に益州刺 史張喬

南陽、益州諸屯兵

屯騎校尉班雄のち
に中郎将任尚

北軍五営兵 ・羽林綻騎

不明 縁辺 甲卒 ・黎陽営兵

護西域副校尉 不明

不明 不明

不明 黎陽営兵

不明 積射士 ・度遼営兵

征西将軍馬賢
のちに侍御 史 魏 醗 隼難 饗兵'左右

行車騎将軍執金
吾張喬

左右羽林、北軍五営兵 ・
河内、南陽、汝南郡兵

出典(後 漢書)

巻90烏 桓伝

巻89南匈奴 伝

巻16劃1鴻 伝

巻89南匈奴 伝

巻24馬 厳伝

巻87西 莞伝

巻86南 蛮伝

巻47班 勇伝

巻87西 莞伝

巻16剴1鷲 伝

巻87西 莞伝

巻87西 莞伝

巻87西 莞伝

巻87西 莞伝
巻47班 超伝

巻90鮮 卑伝

巻47班勇伝 ・巻88西域伝

巻5安 帝紀

巻89南匈奴伝 ・巻6順 帝紀

巻90烏 桓伝

巻87西 莞伝

巻87西 莞伝



れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
郡
国
か
ら
派
遣
さ
れ
て
軍
営
に
配
備
さ
れ
る
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
が
、
特
に
内
郡
に
つ
い
て
徴
発
の
対
象
と
な

っ
た
郡
を
み
る
と
、

南
陽
、
汝

南
、
頴
川
等
共
通
の
郡
が
目
立

つ
。
こ
れ
ら

の
地
方
は
い
う
ま
で
も
な
く
後
漢
政
権

の
支
配
層
の
中
心
的
供
給
源
で
あ
る
が
、
軍
営

の

人
員
構
成

と
こ
れ
ら
諸
郡
の
特
殊
事
情
が
ど
う
関
わ

っ
て
く
る
か
に
つ
い
て
は
、
別
に
稿
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
常
設

お
よ
び
臨

時
の
軍
営
の
兵
士
が
か
な
り
限
定
さ
れ
た
母
集
団
か
ら
徴
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

以
上
、
後
漢
時
代
に
お
い
て
、
光
武
帝
の
郡
国
の
軍
備
縮
小
の
後
、
郡
県
機
構
と
は
別
系
統
に
属
す
る
軍
営
が
か
な
り
広
範
に
存
在
し
て
い
た

こ
と
を
述

べ
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
軍
営
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
西
羌
伝

に
み
え
る

「屯
兵
」
が
二
十
余
万
が
い
た
と

の
記
事
を
あ

る
程
度
裏

打
ち
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

光
武

帝
は
建
武
六
、
七
年
に
か
け
て
材
官

・
騎
士
等

の
郡
国
常
備
軍
の
撤
廃
を
行

い
、
正
規
の
軍
吏
の
み
を
残
し

た
。
し
か
し
こ
れ
に
よ

っ

て
軍
籍

に

つ
け
ら
れ
て
正
卒
と
な
る
制
度
が
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
潜
在
的
兵
役
義
務
は
依
然
と
し
て
存
続
し

た
。
後
漢
時
代
に
お

い
て

度
重
な
る
徴
兵
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た

「盗
賊
」
等

の
鎮
圧
を
目
的
と
し
て
恒
常
的
に
常
備
兵
力
が
置
か
れ
る
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
ら

は
正
卒

の
存
在
と
虎
符
に
よ
る
発
兵
の
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
。

②

辺
郡
に
お

い
て
は
例
外
的
に
建
武
七
年
以
後
も
正
卒
義
務
に
服
す
る
常
備
兵
が
存
続
し
た
。
ま
た
、
全
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
弛
刑
徒
を
中
心

と
す
る
戊
卒
が
辺
境
防
備
組
織
に
配
備
さ
れ
、
明
帝
以
後
継
続
的
に
強
化
が
は
か
ら
れ
た
。

③

光
武
帝
の
中
興
に
功
績
の
あ

っ
た
功
臣
諸
将
は
建
武
十
二
年
に
公
孫
述
が
平
定
さ
れ
て
以
降
、
次
第
に
兵
権
を
剥
奪
さ
れ
て
引
退
し
て
い
っ

た
。
彼

ら
の
統
率
し
て
い
た
兵
士
の
中
に
は
、
黎
陽
営

・
虎
牙
営

・
雍
営
と

い
っ
た
特
殊
軍
営
に
再
編
成
さ
れ
た
者

も
い
た
が
、
功
臣
に
率

い

ら
れ
て
北
方
辺
郡
に
屯
す
る
者
も
な
お
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
彼
ら
屯
兵
は
郡
県
の
軍
事
機
構
と
は
別
系
統
の
存
在
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た

功
臣
系

の
屯
兵
は
明
帝
永
平
年
間
に
全
て
廃
止
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④

功
臣
系
屯
兵
が
廃
止
さ
れ
た
の
と
前
後
し
て
、
各
地
に
い
く

つ
か
の
常
設
軍
営
が
設
置
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
代
替
兵
力
と
な

っ
た
。
常
設
軍



営
に
は
内

属
民
族
領
護
官
、

つ
ま
り
護
羌

校
尉

・
護
鳥
桓
校
尉

・
西
河
長
史
及
び
度
遼
将
軍
の
営
兵

・
屯
兵
か
ら
な
る
軍
営
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
の
他
、
指
揮
官
は
不
明
な
が
ら
漁
陽
営
や
河
西
四
郡
の
屯
兵
の
存
在
も
確
認
で
き
、
ま
た
臨
時
の
軍
営
も
羌
族

の
反
乱
等
に
際
し
て
設

置
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
軍
営
は
い
ず
れ
も
郡
県
常
備
軍
と
は
別
系
統
の
存
在
で
あ

っ
た
。

⑤

後
漢
独
自

の
領
護
官
と
そ
の
軍
営
は
辺
境
諸
地
域
の
軍
事
力
の
要
で
あ
り
、
行
政
区
域
に
と
ら
わ
れ
な

い
広
範
囲
の
活

動
を
行

っ
て
い
た
こ

と
が
想
定

さ
れ
た
。
た
と
え
ば
独
自
の
軍
営
を
持
た
な

い
使
匈
奴

中
郎
将
は
度
遼
将
軍

・
西
河
長
史
の
軍
営
と
統
帥
上

の
関
係
を
持
ち
、
三
官

の
間
に
は
密
接
な
連
係
が
あ

っ
た
。
ま
た
度
遼
将
軍
は
戊
卒

の
配
備
さ
れ
て
い
る
辺
境
防
備
組
織

の
全
体
的
管
理
権
を
有

し
て
い
た
。

⑥

常
設

・
臨
時
の
軍
営
を
構
成
し
た
兵
士
の
性
格
を
す

べ
て
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
彼
ら
の
相
当
部
分
が
特
殊
身
分
に
あ
る
世
襲

兵
士
、
あ

る
い
は
王
朝
権
力
を
支
え
る
豪
族
層
の
出
身
地
で
あ
る
特
定

の
郡
の
出
身
者
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
明
帝
期
以
降
は
、
次

の
よ
う
な
各
種

の
常
備
兵
力
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
後
、
後
漢
王
朝
の
基

幹
軍
事
力
と
な

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

a
・
中
央
の
近
衛
兵

(北
軍
五
営

・
羽
林

・
左
右
羽
林

・
虎
責
)

b

・
地
方
の
特
殊
常
設
軍
営

(黎
陽
営

・
虎
牙
営

・
雍
営
)

c

・
領
護
官
の
営
兵

・
屯
兵

(度
遼
将
軍

・
護
烏
桓
校
尉

・
護
羌
校
尉

・
西
河
長
史
の
軍
営
)

ハ
あ
　

d

・
そ

の
他

の
辺
郡
に
お
け
る
常
設
軍
営

(漁
陽
営

・
河
西
四
郡
の
屯
兵
等
)

e

・
正
卒
義
務
に
服
す
る
辺
郡
の
常
備
兵

f

・
辺
郡
の
防
備
組
織
に
配
備
さ
れ
た
戊
卒

な
お
、
本
稿
で
は
触
れ
な
か

っ
た
が
、
そ
の
他
に
臨
時
兵
力
と
し
て
領
護
官
等
が
統
率
す
る
南
匈
奴

、
莞
族
、
烏
桓
、
南
蛮
、
浬
中
義
従
胡
と

い
っ
た
内
属
諸
民
族
が
あ
る
。
ま
た
、
史
書

に
あ
ら
わ
れ
た
徴
兵
記
事
を
調

べ
る
と
、
「募
士
」

や

「積
射
士
」
あ
る
い
は
弛
刑
徒
が
臨
時
に
徴

発
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
漢
王
朝
は
こ
う

い
っ
た
雑
多
な
兵
力
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
て
軍
事
行
動
に
投
入
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
国
常
備
軍
の
撒
発
以
後
、
た
し
か
に
前
漢
時
代
の
よ
う
な
樒
役
体
系
と
密
接
に
関
わ
る
郡
県
常
備
軍
は
激
減
し
た
が
、

減
少
し
た
郡
県
常
備
軍
の
代
替
兵
力
は
常
に
存
在
し
た
。
兵
員
の
総
量
は
前
漢
に
比
べ
て
少
な
く
な

っ
た
も
の
の
、
後
漢
王
朝
は
大
規
模
な
兵
士

動
員
に
頼
る
よ
り
も
、
様
々
な
性
格
を
も
つ
軍
事
集
団
を
よ
り
効
率
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
軍
事
的
成
果
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
は
な

い



か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
後
漢
王
朝
の
有
し
た
様
々
な
兵
力
の
う
ち
、
主
と
し
て
営
兵

・
屯
兵
と
称
さ
れ
る
兵
力

の
存
在
を
確
認
す

る
に
と
ど
ま

っ
た
が
、
後

漢
の
軍
事
力
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
依
然
多

い
と

い
え
る
。
た
と
え
ば
第
三
節

の
末
尾
に
お
い
て
常
設

・
臨
時
軍
営
の
兵
士

の
来
源
が
か
な
り
限
定
さ
れ
た
地
域

・
集
団
か
ら
選
抜
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
後
漢
王
朝
の
持

つ
性
格
を
考
え
る
上
で
も
、
王
朝
を

支
え
た
軍
事
力

の
中
核
部
分
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持

っ
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
崩
壊
し
た
と
す
れ
ば
ど

の
よ
う
な
原
因
が
あ

っ
た
の
か
を

さ
ら
に
踏

み
こ
ん
で
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

註

(
1
)

国
内

の
主
要
な
専
論

と
し
て
、
浜

口
重

国

「光
武
帝

の
軍
備
縮
小

と
其

の
影
響
」

(
『秦
漢
階
唐
史

の
研
究
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
)
、
鎌
田
重
雄

「
後
漢

の
西
園
軍
」

(
『立
正
史
学
』

三
二
、

一
九
六
八
)、
竹
園
卓
夫

「後
漢
安
帝
以
後
に
お
け
る
州
刺
史

の
軍
事

に
関
す

る
覚
え
書
き
」

(
『集
刊
東
洋
学
』

三
七
、

一
九
七
八
)
等

が
あ

る
。
ま
た
中
国
で
最
近
出
さ
れ
た
も
の
と
し

て
張
鶴
泉

「東
漢
募
兵
論
略
」

(
『史
学
集
刊
』

一
九

八
八
)、
黄
今
言

「漢
代
型
募
兵
試
説
」

(
「中

国
史
研
究
』

一
九
八
九
)、
同

「
漢
代
徴
兵
制
度
中
若
干
問
題
的
考
解
釈
」
(
『江
西
師
範
大
学
学
報
』
哲
社
版
、

一
九
八
九

)
等
が
あ

る
。

(
2
)

大
庭
脩

「材
官
孜
-
漢
代

の
兵
制
の

一
班
に

つ
い
て
l
」
(
『竜
谷
史
壇
』

三
六
、

一
九
五
二
)

(
3
)

米
田
賢
次
郎

「
秦
漢
帝
国
の
軍
事
組
織
」
(
『古
代
史
講
座
』

五
、
学
生
社
、

一
九
六
二
)
。

(
4
)

西
村
元
佑

「
漢
代

の
騎
士
-
士

・
卒
の
問
題
に
関
連

し
て
ー

(
『竜
谷
史
壇
』

四
四
、

一
九
五
八
)。

(
4
)

浜

口
氏
前
掲
論
文
。

(
5
)

労

株

「
漢
代
兵
制
及
漢
簡
中
的
兵
制
」

(
『歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

一
〇
、

一
九

四
八
)
。

(
6
)

重
近
啓
樹

「秦
漢

の
兵
制
に

つ
い
て
1

地
方
軍
を
中
心
と
し

て
ー
」

(
『静
岡
大
学
人
文
学
部
人
文
論
集
』

三
六
、

一
九
八
六

)。

(
7
)

重
近
氏
前
掲
論
文
。

(
8
)

浜

口
氏
前
掲
論
文
。

(
9
)

鎌

田
重
雄

『秦
漢
政
治
制
度
史

の
研
究
』
第

二
篇
第
六
章
、
「
郡
都
尉
」
(
日
本
学
術
振
興
会
、

一
九
六
二
)
。

(
10
)

労
韓
氏
前
掲
論
文
。

(
11
)

永
田
英
正

「
簡
順
よ
り
み
た
る
漢
代
辺
郡
の
統
治
制
度
」

(講
座
敦
煙

・
三

『敦
煙

の
社
会
』

大
東
出
版
社
、

一
九
八
〇
)。

(
12
)

米
田
氏
前
掲
論
文
。



(
13
)

永
田
氏
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
候
官
の
長

で
あ
る
候
長

の
別
称
を
郭
候
と

い
い
、
ま
た
候
官

の
尉
を
塞
尉
と

い
っ
た
と
す
る
。
ま
た

『
続
漢
書
』
巻
二
十
八
、
百
官

志

五
に

「
辺
県
有
障
塞
尉
、
本
注
日
掌
禁
備
完
夷
犯
塞
」
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
後
漢
時
代
に
お
い
て
も
漢
簡

で
い
う
郭
候

・
塞
尉
が
存
続
し
て

い
た

こ
と
を
示
す
も

の

で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

(
14
)

安
作
璋

・
熊
鉄
基

『秦
漢
官
制
史
稿
』

下
、
第
二
章

(斉
魯
書
社

、

一
九
八
五
)。

(
15
)

「後
漢
書
』

巻
十
六
、
冠
悔
伝

に
、
光
武
帝
即
位
直
後
、
冠
悔
が
河
内
太
守

・
行
大
将
軍
事

で
あ

っ
た
時
の
こ
と
と
し
て
、

帝
数
策
書
労
問
悔
、
同
門
生
茂
陵
董
崇
説
悔
日
、
上
新
即
位
、
四
方
未
定
、
而
君
侯
以
時
拠
大
郡
、
内
得
人
心
、
外
破
蘇
茂
、
威
震
鄭
敵
、
功
名
発
聞
、
此
読
人

側
目
怨
禍
之
時
也
。
…
…
今
君
之
所
将
、
皆
宗
族
昆
弟
也
。
無
乃
当
以
前
人

(薫
何
)
為
鏡
戒
。

と
あ
る
。

(
16
)

永
田
英
正

「
簿
籍
簡
順

の
諸
様
式

の
分
析
」
(
『居
延
漢
簡
の
研
究
』
、
同
朋
社
、

一
九
八
九
)
に
よ
れ
ば
、
「兵
簿
」
と
は
兵
器
管
理
の
た
め

の
明
細
簿

で
あ

っ
た
と

す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
李
賢

の
解
釈

に
従

っ
て
お
く
。

(
17
)

本
文
に
引

い
た
杜
詩

の
上
奏

中
に
、

「陛
下
起
兵
十
有

三
年
」
と
あ
る
が
、
南
陽
に
お
け
る
光
武
帝
や
劉
伯
升
ら

の
起
兵
は
地
皇

三

(
二
二
)
年

で
あ

る
か
ら
、
そ

の
十
三
年
後

は
建
武

一
一

(三
五
)
年
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
上
奏
は
建
武
十

一
年

に
な
さ
れ
た
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

(
18
)

「
続
漢
書
』
巻

二
十
四
、
百
官
志

一
に
引
く

『
漢
官
儀
』
に
、

監
察
黎

陽
謁
者
、
世
祖
以
幽
、
(翼

)、
井
州
兵
騎
定
天
下
、
故
於
黎
陽
立
営
、
以
謁
者
監
之
、
兵
騎
千
人
、
復
除
甚
重
。

と
あ
る
。

(
19
)

護
烏
桓
校
尉
に

つ
い
て
は
久
保
靖
彦

「後
漢
初
頭
の
鳥
桓
に

つ
い
て
ー
護
鳥
桓
校
尉
に
関
す
る

一
考
察

l
」
『史
苑
』

二
四
-

一
、

一
九
六
三
)、
使
匈
奴

中
郎
将
に

つ
い
て
は
内

田
吟
風

『
北
ア
ジ

ア
史
研
究
』
匈
奴

篇

(
同
朋
社
、

一
九
七
五
)、
度
遼
将
軍
に

つ
い
て
は
拙
稿

「後
漢

の
少
数
民
族
統
御
官

に
関
す
る

一
考
察
」

(
『九

州
大
学
東
洋
史
論
集
』

一
七
、

一
九
八
九
)。
な
お
西
域
諸
国
の
た

め
の
領
護
官

で
あ

る
西
域
都
護
や
戊
己
校
尉
も
存
在
す

る
が
、
こ
れ
ら
は
塞
外

の
特
殊
な
駐
屯
官

で
あ
る
た
め
本
稿
で
は
と
り
あ
げ
な

い
。
た
だ

し
、
河
西
四
郡

の
屯
兵
と

の
関
わ
り
か
ら
、
敦
煙

に
駐
在

す
る
護
西
域
副
校
尉
は
後

で
触
れ
る
。

(
20
)

『
後
漢
書
』
巻
八
十
七
、
西
莞
伝

に
、

於
是
拝

(曹
)
鳳
為
金
城
西
部
都
尉
、
将
徒
士
屯
龍
書
。
後
金
城
長
史
上
官
鴻
上
開
置
帰
義

・
建
威
屯
田
二
十
七
部
、

(
護
羌
校
尉
)
侯
覇
復
上
置
東
西
郎
屯

田

五
部
、
増
留

・
逢

二
部
、
帝
皆
従
之
。
列
屯
爽
河
、
合
三
十
四
部
。
其
功
垂
立
。
至
永
初
中
、
諸
莞
叛
、
乃
罷
。

と
あ
る
。

(
21
)

内
蒙
古
文
物

工
作
隊

・
内
蒙
古
博
物
館

「
和
林
格
爾
漢
墓
発
現

一
座
重
要
的
東
漢
壁
画
墓
」
(
『文
物
』

一
九
七

四
-

一
)
、
佐
原
康
夫

「
漢
代

の
官
衙
と
属
吏

に

つ

い
て
」
(
『東
方
学
報
』
京
都
六

一
、

一
九
八
九
)
。



(
22
)

安

・
熊
氏
前
掲
書
。

(
23
)

黄
盛
璋

「
和
林
格
爾
漢
墓
与
歴
史
地
理
問
題
」
(
『文
物
』

一
九
七
四
-

一
)。

(24
)

竹
園
氏
前
掲
論
文
。

(25
)

米

田
氏
前
掲
論
文
。

(
26
)

永
田
英
正

「
居
延
漢
簡
に
み
る
候
官
に

つ
い
て
の

一
試
論
-

破
城
子
出
土
の

"詣
官
"
簿
を
中
心
と
し
て
ー
」
(
『史
林
』

五
六
-
五
、

一
九
七
三

)。

(
27
)

『
漢
書
』
巻
四
十
八
、
買
誼
伝

の
顔
師
古
注

に
、

文
穎
日
、
辺
方
備
胡
冠
、
作
高
土
櫓
、
櫓
上
作
桔
皐

、
桔
皐

頭
兜
零
、
以
薪
草
置
其
中
、
常
低
之
、
有
冠
即
火
然
挙
之
以
相
告
、
日
峰
。
又
多
積
薪
、
冠
至
即
燃

之
、
以
望
其
煙
、
日
燧
、
張
曇
日
、
昼
挙
峰
、
夜
幡
燧
也
。
師
古

日
、
張
説
誤
也
。
昼
則
幡
燧
、
夜
則
挙
峰
。

と
あ
る
。

(
28
)

藤
田
勝
久

「
前
漢
の
徳
役
労
働
と
そ

の
運
営
形
態
」
(
『
中
国
史
研
究
』

八
、

一
九
八
八
)
。

(
29
)

『
後
漢
書
』
巻
四
十
七
、
梁
僅
伝
に
、

(永
初

)
三
年
冬
、
南
単
予
与
烏
桓
大
人
倶
反
。
以
大
司
農
何
煕
行
車
騎
将
軍
事
、
中
郎
将
鹿
雄
為
副
、
将
羽
林
五
校
営
士
、
及
発
縁
辺
十
郡
兵

二
万
余
人
、
又

遼
東
太
守
取
蔓
率

将
鮮
卑
種
衆
共
撃
之
。
(李
注

・
縁
辺
十
郡
謂
五
原

・
雲
中

・
定
嚢

・
雁
門

・
朔
方

・
代
郡

・
上
谷

・
漁
陽

・
遼
西

.
右
北
平
。
)

と
あ
る
。

(
30
)

な
お
、
『後
漢
書
』
巻

八
十
九
、
南
匈
奴

伝
に
順
帝
永
和
五

(
一
四
〇
)
年
、
「
中
郎
将
張
耽
を
遣
し

て
幽
州
諸
郡
営
兵
を
将
」

い
て
反
乱
を
起
こ
し
た
匈
奴

を
討

っ

た
と

い
う
記
事
が
あ
り
、
順
帝
期
の
幽
州
諸
郡
に
は
漁
陽
以
外

に
も

「
営
兵
」
が
存
在

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

(
31
)

「後
漢
書
』
巻
五
、
元
初
二
年

の
条

に
、

八
月
、
遼
東
鮮
卑

囲
無
慮
県
。
九

月
、
又
攻
夫
黎
営
、
殺
県
令
。

と
あ
り
、
巻
九
十
、
鮮
卑
伝

に
、

元
初
二
年
秋
、
遼
東
鮮
卑
囲
無
慮
県
、
州
郡
合
兵

固
保
清
野
、
鮮
卑
無
所
得
。
復
攻
扶
黎
営
、
殺
長
吏
。

と
あ

る
。
無
慮
県
と
夫
黎
営

(扶
黎
営
)
が
並
列
的
に
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
と
は
別
系
統

の

「
営
」

が
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
な
お
、
津

田
左
右

吉

「遼
東
属
国
の
性
格
に
就
き

て
」
(
『
史
学
雑
誌
』

二
五
-

一
〇
、

一
九

一
四
)
に
よ
れ
ば
、
夫
黎
営

(扶
黎
営
)
を

「
交
黎
」

の
誤
り
と
す

る
。

(
32
)

浜

口
重
国

「
両
漢

の
中
央
諸
軍

に
つ
い
て
」
(
『秦
漢
階
唐
史

の
研
究
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
六
)
。

(
33
)

浜

口
氏
前
掲
註

(
1
)
論
文
。

(
34
)

護

西
域
副
校
尉
を
内
属
民
族
領
護
官

の

一
種
と
し
た
場
合
、
こ
れ
が
指
揮
す
る
河
西
四
郡
の
屯
兵
は

c
に
分
類
す

べ
き
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず

d
に
分
類
し
て
お
く
。


